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1創立15周年記念事業特集号

委員長のご挨拶

この数年で、世界の状況は大きく変わった。経済

も政治も大きな転機を迎えている。これに呼応する

かのように、未曾有ともいえる自然災害が発生し続

け、特に地震は日本国内だけでなく、中国、インド

ネシアや南米周辺、と世界的な活動期に入った感が

ある。テレビ報道などで、ほぼリアルタイムで世界

中の多くの人々が同じ事象を共有する時代。レンガ

造や鉄筋コンクリート造の建物が倒壊した映像を見

るにつけ、「免震であれば…」と思った方も多いの

ではないだろうか。

日本の建築界において、姉歯問題もそのような転

換期のムードの中で起こった。結局、根底にある技

術的な課題は放置されたまま、拙速な制度変更が不

況に拍車をかける状況となった。性能規定の掛け声

もむなしく、新しい技術を導入しにくい仕組みが進

み、建築構造の法制度は残念ながら21世紀に入って、

大きく後退したように見える。

幸いな事に、免制震工法には既に充分な実績があ

る。積層ゴムによる本格的な免震層の開発から約30

年が経とうとしている。日本は震災から人々の生活

を守る免制震技術で、世界をリードするべき立場に

ある。JSSIの果たすべき役割は大きい。

15周年記念事業は、2008年のJSSI創立15周年を記

念して2年間にわたり様々な形で企画されてきた。

10周年記念事業（現・西川会長が当時の事業委員長）

の経験を踏まえて、より実質的な形で免震構造の啓

蒙活動を盛り上げると共に、本協会の15周年のマイ

ルストーンを刻む活動を目指した。これらのイベン

トを司る、記念事業委員会は2006年中から3回程度

の準備委員会を経て、2007年6月15日に第1回の委員

会を開催、発足した。

15周年記念事業では、10周年記念事業の活動をお

手本とし、それぞれの活動に対応した7部会を設け、

本会の常置部会との連携を図りながら活動していっ

た。主なイベントは2008年から2009年にわたり企画、

国際シンポジウムを後半の目玉企画として計画し

た。本事業で行った事業を下記にまとめると、

○免震構造普及イベント「来て！見て！乗って！免震」

（2008年8月29日～31日、於：日本科学未来館）

○「子ども絵画コンクール～地震災害のない未来、2050

年のこんな家、こんなまちなみ、こんなくらし～」

（2008年12月審査終了）

○「国際アイディアコンペ～免震・制振ならできる、

2050年のこんな建物、こんな街並み、こんな暮らし～」

（2009年協会総会に於いて授賞式）

○「優秀修士論文賞」

（2009年協会総会に於いて授賞式）

○「研究助成事業」による奨励金支給研究公募

（2009年6月審査終了）

○「記念見学講演会」

（2008年～2009年にかけて4回開催）

○「持続的社会のための地震応答制御建築物に関す

る国際シンポジウム」

（2009年9月16日（水）～18日（金）、於：東京大学

生産技術研究所コンベンションホール）

○「普及賞設立」

（2010協会総会において授賞予定）

である。各事業の詳細に関しては、本書の以下の

報告に詳しいが、すべての事業が予想を超えて盛り

上がり、良好な反響と実行成績を上げることが出来

た。また今回、「修士論文賞」、「研究助成事業」、

「普及賞」を本協会の継続的事業とするべく立ち上

げた。本協会として継続的に免震構造の普及と研究

開発を下支えしていく仕掛けとして定着することを

期待している。

上記の全てのイベントを成功裏に終え、本委員会

日本免震構造協会創立15周年記念事業

記念事業委員会　委員長
東京大学生産技術研究所 教授

川口健一
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委員長のご挨拶

も無事、ミッションを終えることができた。これも

各部会長ならびに部会委員の並々ならぬ情熱と支

援、会員各位のサポートの賜物である。深く感謝し

たい。

また、可児専務と事務局のパワーアシストが、こ

れらの事業を成功裏に行えた重要なファクターであ

ったことにも触れておきたい。

阪神大震災から15年。

我々は耐震建築だけでは真の安全安心は得られな

いことを学んだ。日本の現代の社会が目指すべきも

のは、大地震の翌日からでも普通の生活が続けられ

る、そんな安定した社会である。免制震構造の普及

はそのような社会を現実のものとしてくれる。次の

5年、10年の着実な積み重ねが重要である。

2010年4月19日
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記念事業概要

日本免震構造協会創立15周年記念事業は、2007年
6月に第1回の記念事業委員会（川口健一委員長）を開
催・発足し、2009年度にかけて、様々な事業を実施
した。委員会の下に、総務会計部会（可児長英部会
長）、調査研究部会（古橋剛部会長）、市民イベント
実施部会（三山剛史部会長）、国際シンポジウム部
会（斉藤大樹部会長）、広報部会（加藤晋平部会長）、
コンペ部会（立道郁生部会長）の6部会を設けた。
なお、普及賞が創設され、審査部会（川口健一部

会長）が現在活動中である。
実施した事業の概要は以下のとおりである。

1 免震構造・制振構造に関わる研究助成
事業設立
15周年記念として表記研究助成事業を設立した。

第1回の2009年度は、参考テーマ部門（本年度テー

マ：わが国における免震構造の30年の実績を踏まえ

たもの）および自由テーマ部門より各1件（計2件）を

選考した。

2 市民イベント「来て！見て！乗って！免震」
開催日：2008年8月29日～31日

場　所：日本科学未来館1階企画展示ゾーン

参加者：約4,900名（3日間合計）

内　容：展示（パネル・模型）、ゲーム・実験コーナ

ー、体験教室、免震体験車、など

3 持続的社会のための地震応答制御建築物
に関する国際シンポジウム

開催日：2009年9月16日～18日

場　所：東京大学生産技術研究所

コンベンションホール

参加者：12か国より135名（テクニカルセッション）、

150名（オープンセミナー）

内　容：第1部のテクニカルセッションは2日間に

わたり、免震セッションと制振セッションに分か

れて研究発表会を行った。

第2部のオープンセミナー（最終日）では、海外お

よび国内の先生方（10名）による講演があった。

以上の他に、2か所の免震建物を見学するテクニ

カルツアーも開催した（30名参加）。

4 見学講演会
2008年5月～2009年11月にかけて、以下の建物に

ついて計4回の見学会および講演会を開催した。

新築免震建物1件（福岡）、復元免震建物1件（東京）、

レトロフィット免震2件（札幌、大阪）、制振建物2件

（札幌、大阪）

5 子ども絵画コンクール
募集締切：2008年11月28日

応 募 数：69点

入　　賞：最優秀賞1点、優秀賞7点

審査委員：仙田満委員長ほか5名

6 国際アイデアコンペ
募集締切：2008年2月28日

応 募 数：32点

入　　賞：最優秀賞1点、優秀賞2点、入選賞4点

審査委員：川口健一委員長ほか4名

7 免震構造・制振構造に関わる優秀修士
論文賞

募集締切：2009年2月28日

応 募 数：16編

顕彰論文：4編

審査委員：和田章委員長ほか9名

記念事業概要

記念事業委員会　副委員長
清水建設
田村和夫
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」概要

1 はじめに
免震構造協会創立15周年記念事業の一環として
市民イベント「来て！見て！乗って！免震」を、
東京お台場の日本科学未来館で2008年8月29日（金）
から31日（土）にかけて行いました。展示、実験、
ゲームなどで、子供から大人まで来場者数5,000名
もの方に楽しんでいただき、免震の魅力を伝える
ことができました。以下にこのイベントの概要を
述べます。

2 イベントの目的
実用的な免震構造が実用化されてほぼ30年、日
本免震構造協会が設立されて15年が過ぎ、この間
にも兵庫県南部地震、新潟中越沖地震など巨大地
震を経験してきました。これらの地震で免震構造
が威力を発揮した建物もいくつかあげられるよう
になりました。また、免震構造を適用した建物も
2007年で2,100棟を大きく超え、着実に免震構造は
普及し、一般の方が免震という言葉にふれる事が
多くなってきました。この機会をとらえ、免震を
多くの人に理解してもらい、さらに普及するため
に市民イベントを計画しました。
対象とする市民として親子連れを想定しました。
そのため、親子連れで行きやすい場所として東京
お台場の日本科学未来館を選定しました。期間は
夏休みを選び、子どもにとって夏休みの思い出に
なるようなイベントを目指しました。

3 展示内容と実施体制
このイベントの具体的な計画は15周年記念事業
委員会の下に設けられた市民イベント実施部会で
作り、詳細な計画に当たっては市民イベント実施
WGで行いました。このWGには入力地震動小委員
会、普及委員会、設計小委員会、アイソレーター
小委員会、ダンパー小委員会、さらに会員の多く
の有志に参加していただき、展示内容の検討から
当日に向けての準備、イベント期間中の来館者へ
の対応などを行いました。

展示内容は見たり触れたりしてわかるもの、大
きさのわかるものを多く集め、親子で楽しみなが
ら理解できるようにしました。具体的な展示は以
下に示す大きく7つのゾーンに分けて行いました。

1）地震を知ろう
地震発生のメカニズムや地震被害の説明を行う

展示を入力地震動小委員会で検討しました。
2）免震を知ろう
振動や免震の力学の簡単な説明を設計小委員会

で行いました。
3）免震装置のはたらき
免震装置の展示とはたらきの説明を教育普及部

会、アイソレーター小委員会、ダンパー小委員会、
会員の協力の元、行いました。
4）あれも免震・これも免震
話題性のある免震装置や建物の写真展示を行い

免震が身近にあることを示しました。この展示に
は多くの会員より画像を提供していただきました。
5）免震、非免震を体験できる免震体験車
起震車をTHK（株）、ナイス（株）から提供しても

らい、多くの親子に免震の効果を実感してもらい
ました。
6）ゲームコーナー、実験コーナー
子供から大人まで楽しめる耐震や免震の実験や

ゲームを教育普及部会で行いました。
7）体験教室
名古屋大学福和研究室の協力を受け、耐震の実

験や防災に関する講演を行いました。同研究室か
らは実験コーナーの実験器具の提供も受けました。

4 終りに
この市民イベントにより多くの方が免震に興味を持

たれただけでなく、子供たちが地震や振動に、さらに
免震装置や建物に興味を持ったことと思います。この
事が、少しオーバーかもしれませんが、今後の免震の
発展だけでなく、日本の科学技術の進歩に貢献したと
思っています。このイベントにご協力をいただいた多
くの方の献身的なご協力に感謝いたします。

市民イベント「来て！見て！乗って！免震」概要

市民イベント部会　委員長
帝塚山大学　教授
三山剛史
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

「来て！見て！乗って！免震」の企画概要につい

ては、三山委員長より報告されていますので、ここ

では行われた内容について簡単にご報告致します。

今回制作しました案内ちらしを図1に示します。

このちらしは、A1サイズのものも作って入口等に

大きく貼り出しました。

図2に会場案内を示します。大きく分けて学習と

体験の2つのコーナーに分かれています。説明パネ

ルなどを通じて、地震の発生からその対策として

の免震に至るまでを、分かり易く理解していただ

ける学習コーナー、ゲームや体験教室などを通じ

て、感覚的に免震というものを理解していただく

体験コーナーです。

それぞれのコーナーは、以下の7つのゾーンに分

けて行われました。

①地震を知ろう：「何で地震が起きるの？」をコ

ンセプトに、地震そのものを知っていただくゾ

ーンです。

②免震を知ろう：「地震に強い免震ってなーに？」

をコンセプトに、地震から建物を守る免震のし

くみを知っていただくゾーンです。

③免震装置のはたらき：「免震装置ってどんなも

の？」をコンセプトに、免震部材模型の展示、

大型建物（ビル）の免震、戸建住宅の免震、免震

レトロフィットの説明を行っています。

④あれも免震・これも免震：「免震装置が使われ

ている建物」をコンセプトに、免震がいろいろ

市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

市民イベント実施部会 WG主査
前田建設工業
藤波健剛

図1 案内ちらし

図2 会場案内
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

な建物に活用され、安全を守り社会に貢献して

いることを知っていただくゾーンです。

⑤免震体験車：免震体験車を使って、免震でない

建物と免震建物の違いを体験してもらいます。

⑥ゲームコーナー、実験コーナー：簡単な道具や

おもちゃを使って、免震（周期）を理解してもら

うゾーンです。

⑦体験教室：名古屋大学福和研究室のご協力を得

て、「免震の科学」と題する特別ワークショップ

を1日3回行いました。

協会初の試みでもあり、同一フロアーで翼竜展

が開催されていることもあって、当初どれだけの

参加が見込めるか心配でしたが、多くの子供達が

集まってくれ、大盛況でした。参加者は、29日

1,027名、30日1,826名、31日2,025名と、計4,878名

にのぼりました。また、免震体験車の乗車人数は、

29日496名、30日764名、31日659名 、計1,919名に

のぼりました。

また、今回は名古屋大学福和研究室の全面的な

協力を得て、地震に対する啓蒙を行う色々な実験

器具も展示・提供していただきました。

以下、写真を中心に会場の雰囲気をお届けした

いと思います。

写真1は地震の揺れによって建物の壊れる様子を

体験できる「ピノキオぶるる（木造住宅倒壊模型）」

です。自分たちで揺することで、建物模型が目の

前で壊れることを体験できるとあって、子供達に

大変人気がありました。筋交いの取付、取り外し

ができるので、筋交いで壊れにくさが全く違うこ

とが体感できました。

写真2はゲームコーナーです。免震の仕組みを、

台座の下にコロを挟むことで実感してもらいまし

た。水の入ったお皿を、水がをこぼれないように

揺するにはどうすればよいか、積み木でできた模

型が崩れないように揺するにはどうすれば良いか

など、多くの親子が挑戦していました。免震の仕

組みがよく分かったと評判でした。

写真3は、振り子などを使った免震の仕組みを知

るコーナーです。ここでもメンバーの親切な説明

を受け、多くの親子が納得していました。高さの

違う振り子を揺するにはどうすれば良いかなど、

地震の周期と建物周期の関係がよく分かったと言

う声が挙がりました。

写真右奥には、今回の目玉でもある、直径

1,600mmの積層ゴムの模型が展示されています。こ

んな大きなものが実際の建物に使われていると知

って、参加者は驚いていました。

写真1 ピノキオぶるる（木造住宅倒壊模型）

写真2 ゲームコーナー

写真3 実験コーナー
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

写真4は、学習コーナーで免震に関する説明ビデ

オを熱心に見ている子供達です。ゲームで遊ぶだけ

でなく、こういった学習コーナーにも多くの子供達

が参加してくれました。分からないことには、担当

メンバーが付き添って説明していただきました。

写真5は体験教室の模様です。小泉元首相も行っ

た、紙模型で建物の揺れとブレース補強の重要さ

を確認する「紙ぶるる」を作りました。これ以外

に、ストローを使って高くて強い建物を競い合う

「ストローハウスコンテスト」、縮尺1/10の木造2階

建て模型で揺れ、壊れ方を実演する「どんな建物

が揺れるの？壊れるの？」が行われました。いず

れも子供だけでなく、付き添いの両親も一緒にな

って一生懸命作業しました。体験教室には参加で

きなかった子供達の要望もあり、残ったストロー

を使って、ストローハウスを造る臨時コーナーも

開店しました。

写真6は今回の目玉の一つである、起振車による

免震体験です。非免震、免震の状態を比較して、

どのように揺れ方が違うのかを体感しました。ま

た、震度7の揺れはどんなものかも体感できました。

これを目当てに会場に足を運ぶ親子連れも多く、3

日間フル稼働で多くの参加者に体感していただく

ことができました。

参加者に入口で今回のイベントに関するアンケ

ートを配布しました。これに対して、3日間で1,621

人の方々から回答を得ることができました。この

結果の一部を紹介します。

イベントの満足度に関しては、図3に示すように、

約3/4の方々が満足していると回答しています。

興味深かったコーナーとしては、「免震を知ろ

う」、「地震を知ろう」、「実験コーナー」など今回

の企画目的に添ったものに興味を持っていただけ

写真4 学習コーナー

写真5 体験教室の様子

写真6 起振車による免震体験

図3 イベントの満足度
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

ました。「免震体験車」も多くの支持を集めました。

イベント全体の感想として、主なものを紹介し

ます。

「勉強・参考になりました」が多く寄せられ、

「とても分かりやすく説明していただきました」な

ど、会場でメンバーが一生懸命説明していただい

たことが来場者に伝わりました。また、子供たち

からも、「楽しかった・面白かった」という感想が

多く寄せられています。中には、「翼竜展より良か

った」というものもありました。

また、「地震の恐ろしさがよく分かり、これに備

える重要さを改めて認識できた」という感想も多

く寄せられ、時期的にタイムリーな企画であった

ことがこれらのご意見からも察することができま

した。

初めての企画であったにも関わらず、多くの参

加者を得、内容にも満足を得られた本イベントは、

大成功であったと思います。

企画・準備を中心となって行っていただいた市

民イベント実施部会の委員の方々を初めとして、

本イベントに協力していただいた多くの方々には、

本当に御苦労さまでした。

以下、写真で振り返る「来て！見て！乗って！免震」

1 会場入口

小中学生に会場のどこかに答えが隠れている

「免震クイズラリー」を実施

2 地震を知ろうコーナー

図　免震クイズラリー

図　免震博士がナビゲート

写真　映像と模型で地震のしくみを学ぶ

図　地震クイズ
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

3 「免震を知ろうコーナー」 4 免震装置のはたらきコーナー

写真　免震模型

写真　ゴムボール

図　パネル（一部）

写真　免震部材模型に興味津々

図　パネル（一部）

図　免震をわかりやすく解説

写真　壁に免震装置上映
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

5 あれもこれも免震

6 ゲームコーナー

7 実験コーナー

図　実物大積層ゴムの説明パネル

写真 写真　（左）ピノキオぶるる（右）津波模型

写真　揺れを小さくするはたらきを確認しよう

写真　固有周期を学ぼう

写真 （左）長周期振り子（右）手回しぶるる

写真　（左）振動実験（右）小麦粉とココアを使った断層実験

写真　実物大積層ゴム（φ1,600）、奥には積層ゴムの映像
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市民イベント「来て！見て！乗って！免震」報告

8 体験教室

9 免震体験コーナー（免震体験車）

10 ロゴマーク

写真　「ストローハウスコンテスト」

写真　「模型を使って建物の強さを確認しよう」

写真　「体感、どんな建物が揺れるの？壊れるの？」

写真　免震体験車2台が終始稼働
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子ども絵画コンクール

1 はじめに
日本免震構造協会創立15周年記念事業の一環として

行われた「子ども絵画コンクール」であるが、このイ
ベントは当初から計画されていたものではなく、成立
については若干の説明が必要となる。
2007年5月に記念事業委員会が立上った際には、前

回の創立10周年記念事業の際の「国際アイディアコン
ペティッション」ないしは設計コンペのようなものが
イメージされていた。この場合、想定応募者は主に専
門家（実務・研究）あるいは大学院生となる。その後の、
コンペ部会あるいは記念事業委員会での議論の中で、
「免震構造の健全な普及に寄与することを目的」とする
のであれば、専門家でなくても広く応募できるテーマ
を設定する、すなわち間口を広くすることも、ひとつ
の方向ではないかとの提案があった。必ずしも実現可
能な技術的裏付けを要求しない。スケッチのような作
品でも応募できるようにすることで、より多くの層の
人に免震・制振に関わる技術に興味を持ってもらおう
ということである。
このような方向性を受け当初「アイデアコンペ」に、

一般の部、小・中学生の部を設けることも議論された
が、最終的に小・中学生が応募しやすい「子ども絵画
コンクール」という形で実施されることになった。

2 絵画コンクールのテーマ
テーマは『地震災害のない未来、2050年のこんな家、

こんなまちなみ、こんなくらし』とした。これは次項
の「国際アイデアコンペ」の課題である「免震・制振
ならできる、2050年のこんな建物、こんな街並み、こ
んな暮らし」に対応するものであり、小学生にもイメ
ージがわくような言葉で表現した。また、別図のよう
な「チラシ」を作成しイメージを喚起できるような説
明文を付け加えている。

3 コンクールの経過
2008年7月：応募要項発表
（「MENSHIN」2008年8月号、およびホームページに
掲載）
広報活動として5,000部のチラシ配布（日本建築家協
会、東京都都市整備局、渋谷区教育委員会、免震構
造協会会員、川口市教育委員会、15周年記念市民イ
ベントほか）、および日本免震構造協会のメーリング
リストによるPRを行った。

2008年11月28日：応募締め切り
応募総数；69作品

（小学生63名・中学生5名・幼稚園1名）
2008年12月4日：審査会開催
熱心な審査会の結果、最優秀賞1名、優秀賞7名を
決定

2009年1月5日：参加賞と優秀賞の賞状および賞品送付
2009年2月：「MENSHIN」（2009年2月号）およびホー

ムページに審査結果と作品の掲載
2009年6月4日：日本免震構造協会総会会場に最優秀

賞、優秀賞作品展示

なお2010年3月現在、作品は日本免震構造協会内に
常時展示されている。

「子ども絵画コンクール」報告

コンペ部会委員長
明星大学　教授
立道　郁生

写真1 審査の様子
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子ども絵画コンクール

総　評
日本免震構造協会15周年記念として協会主催で行わ

れた子ども絵画コンクール「地震災害のない未来、
2050年のこんな家、こんなまちなみ、こんなくらし」
には69作品が応募された。内訳は中学生が6作品、そ
の他が小学生であった。
テーマを全体的にとらえた作品から「地震災害のな

い」あるいは「2050年の未来の家」という点に重点を
おいて表現した作品まで極めてバラエティーに富む作
品が展開された。入賞したものは、そのテーマの捉え
方においてはバランスの良いもの、アイディアがおも
しろく特長のあるもの、児童絵画として色彩表現力が
豊かなものが選定された。審査員は建築家2人、ジャー
ナリスト1人、美術家1人、構造家1人、教師1人とい
う構成であるため、選定評価も極めて多様であった。
しかしながら概ね高い評価を得た作品は集中した。応
募された皆様のご努力に感謝したい。（仙田　満）

4 審査結果及び講評
審査員
委員長 仙田　　満（放送大学教授、こども環境学

会会長）
委　員 礒田　　幹（画家）

酒井　輝男（朝日学生新聞社編集部長兼編
集長）

立道　郁生（明星大学教授、日本免震構造
協会記念事業コンペ部会委員
長）

手塚　貴晴（東京都市大学教授）
平田　知之（筑波大学附属駒場中学校教諭）

審査結果　　「 」は作品テーマ
最優秀賞
「じしゃくの家」

徳山　圭一郎君
港区立港南小学校3年生

優秀賞
「さばくの中の城」

疋野　隆也君
静岡市立中島小学校5年生

「空にいちばん近い城」
大野　洋生君
静岡市立中島小学校5年生

「緊急救命レスキュー隊出動！！」
東條　広大君
横浜市立黒須田小学校3年生

「ホッピングハウス」
芳沢　佳央梨さん
鎌倉市立深沢小学校5年生

「どこへとんでいこうかな？」
小澤　優佳さん
朝霞市立朝霞第六小学校5年生

「木に守られた家」
山田　健斗君
本庄市立本庄東小学校1年生

「夢で見た家」
永野　佑佳さん
横浜市立すすき野中学校1年生

賞
優秀賞　賞状と副賞（1万円分の図書カード）
参加賞　応募者全員に1,500円分の図書カード

写真2 審査の様子
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子ども絵画コンクール

最優秀賞 「じしゃくの家」 徳山　圭一郎君　　　港区立港南小学校3年生

選評：仙田　満
磁石の反発力を利用した家というそのアイディアがすばらしい。しかも屋上は緑化され、大木が植えられている。
色使いもよい。タッチも元気にあふれている。こんな家ができたら私も住みたいというような家だ。審査員全員
が高い評価をした作品である。最優秀賞、おめでとう。

優秀賞 「さばくの中の城」 疋野　隆也君　　　静岡市立中島小学校5年生

選評：礒田　幹
疋野君は、このような絵をかくのが大好きに違いありません。想像が伸びやかで、絵を見る人もわくわくさせら
れます。俯瞰する構図を考えついたので、水路から荷揚げする船・工事現場で働く人たち、強固に積み上げた城
塞、2本の黄金色の尖塔等々、見所いっぱいにかけました。

05_絵画コンクール.qxd  10.5.14 5:38 PM  ページ 14



15創立15周年記念事業特集号

優秀賞 「空にいちばん近い城」 大野　洋生君　　静岡市立中島小学校5年生

選評：手塚　貴晴
大方の作品がサザエさん型の家やお城のイメージから逃れられていないのに対して、この絵は全てオリジナルで
ある。未来を予感するのが今回のテーマであるから、振り返らず前を向いて考えてもらいたい。この作品は見れ
ば見るほどストーリーが尽きない。迷路のように中をめぐる階段や素敵なバルコニー。本来構造というものはこ
れ見よがしに見せ付けるものではない。ふわふわと浮遊するイメージだけで十分なのではないのだろうか。

優秀賞 「緊急救命レスキュー隊出動！！」 東條　広大君　　横浜市立黒須田小学校3年生

選評：酒井　輝男
地震が起きたときに必要となる施設が一カ所に集まっています。地震そのものの発生を防ぐことは難しいが、地
震、食糧、保護の各センターや救命病院までそろっていれば、被害を少なくできるでしょう。空から飛行船が見
守ってくれるのも、市民の安心につながるでしょう。私たちも、この絵をよく見て地震が発生したときに何が必
要なのか、頭に入れておきたいものです。

子ども絵画コンクール
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優秀賞 「ホッピングハウス」 芳沢　佳央梨さん　　鎌倉市立深沢小学校5年生

選評：酒井　輝男
家についている大きなばねで、地震があっても、みんなでホッピングしながら逃げられます。省エネなので環境
にもやさしいですね。周りにいるキリンやコアラ、ヒツジたちも安心しているのがわかります。
緑豊かな地域をゆうゆうとホッピングしながらまわっていく生活も楽しいでしょう。ただ、右上を飛んでいる

オートバイのような乗り物が、排気ガスをだしているのが気になりますね。

優秀賞 「どこへとんでいこうかな？」 小澤　優佳さん　朝霞市立朝霞第六小学校5年生

選評：立道　郁生
空を飛んでいれば、地震は心配ありませんね。たぶん、いっしょに飛んでいる形の違う家はお友達の家だと思い
ます。とても楽しそうですね。見せたい自分の家をまんなかに大きく描いて、気持ちの伝わる絵です。本当に空
から見たように描かれている地上の人たちも、地震に強そうなドーム型の家に住んでいて、そういう生きかたも
幸せそうです。飛んでいる家に車輪がついているのも、よく考えられていてびっくりしました。

子ども絵画コンクール
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優秀賞 「木に守られた家」 山田　健斗君　　　本庄市立本庄東小学校1年生

選評：立道　郁生
大きな木は、地面にどっしり根を張っていて、地震が来ても大丈夫です。その木に守られているきみの家には、
2050年型の赤い自動車があり、木の中の階段を下りて行くのですね。家は未来的な家具や家事ロボット？に囲
まれて楽しそうです。地面の中と外のようすが一枚の絵の中にうまく表わされていてとても良いと感じました。
大きな木の全体は絵の中には描かれていないけれど、その大きさが見ている人に伝わるような絵です。

優秀賞 「夢で見た家」 永野　佑佳さん　　　横浜市立すすき野中学校1年生

選評：礒田　幹
夢では、いろんな花が咲き競っています。根も見事で太い根っこに支えられている家は、地震の心配は不要です。
赤い傘がひとつ見えますね。水の滴が傘に落下し、傘を伝わって地に吸い込まれ、蒸発した虹に帰る。そんな水
の循環の夢を見たのですね。

子ども絵画コンクール

5 おわりに
作品審査会では、応募作品の発想の豊かさに驚きの

声が上がるとともに、地震被害軽減の啓発活動として
このような子どもを対象とした絵画コンクルールは継
続したほうがいいという意見もあったことを付け加え
たい。

審査委員長の仙田満先生をはじめとする審査委員に
心よりお礼を申し上げます。とくに各位にお願いした
選評を、応募した子どもに語りかけるような文章とし
ていただいたのはありがたいと思います。最後に、本
コンペ部会委員各位の熱心な協働と、日本免震構造協
会事務局のご協力に深く感謝します。
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4 審査結果及び講評
審査員

委員長 川口健一 （東京大学）
委　員 入江さやか （NHK）

西川孝夫 （日本免震構造協会）
平倉直子 （平倉直子建築設計事務所）
増田 剛 （日経BP社）

賞

最優秀賞 賞状および副賞20万円
優秀賞 賞状および副賞10万円
入選賞 賞状および副賞 3万円

最優秀賞

「もやし免震」 濁川拓也、丹羽俊介
優秀賞

「URBAN  TREE  HOUSE」

藤井俊二、渡邊朗子、深尾 仁、福山牧男、
清水友理、岡田直子
「GYRO」

大橋史和、森 洋一、貞弘雅晴、南 尚孝、
北村有希子、成松匡章
入選賞

「都市免震構想～地盤による都市免震システムの構築～」

徳山純一郎、須藤敏己、冨澤 健、浅岡泰彦、
松本研一
「Light×Growth×Tower」

小野森司、 澤昌義、立山香織、大森慎司、
福田優子、勝又 洋、浅野剛史、前田有一
「FUTURE  CITIES」

Ahmad NADERZADEH、Aliakbar NASRABADI
「爆弾免震」熊谷由章

総　評：審査委員長　川口　健一

当協会の創立15周年を記念した「アイデアコンペ」で
あり、是非、夢のあるユニークなアイディアを評価すべ
しという態度で、審査員一同、審査にのぞんだのだが、
期待に反して審査員の度肝を抜くような提案はほとんど
なかった。全般的に、比較的そつのない案が多数であっ
た。この点、先ごろ行われた小学生絵画コンクールに無
邪気で新鮮な表現が多く見られたことと、好対照である。
応募作品を並べて見て見ると、手馴れたCGワーク、

環境問題や時流を意識したコンセプト設定、適度な専
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1 はじめに
日本免震構造協会創立15周年記念事業の一環として

「国際アイデアコンペ」が実施された。前項の「子ども
絵画コンクール」でも述べたが、前回の創立10周年記
念事業の際の「国際アイディアコンペティッション」
とは異なり、今回は専門家でなくても広く応募可能な
課題を設定すべくコンペ部会並びに記念事業委員会で
議論を重ねた。特に若い学生層の応募を期待し、構造
系ではなく計画系の学生でも応募できることも目的と
した。

2 国際アイデアコンペの課題
課題は「免震・制振ならできる、2050年のこんな建

物、こんな街並み、こんな暮らし」とし、補足説明
「必ずしも技術的な裏付けは必要としません。夢を描い
たユニークな提案を歓迎します。イラストやCG、スケ
ッチのような作品も歓迎します。」を付け加え、応募し
やすいよう工夫した。

3 コンクールの経過
2008年7月：応募要項発表（「MENSHIN」2008年8月
号、およびホームページに掲載）
広報活動として日本免震構造協会の会員メーリングリ
ストによるPRを行った。また、海外にも同様に英文化
した要項をメーリングリストにより発信した。
2008年11月28日：応募の事前登録締め切り
エントリー数54件、うち国内52件（大学・高専14件、
企業37件、不明1件）。海外よりのエントリー2件であ
った。
2009年2月28日：作品提出締め切り
提出作品総数；32作品（うち海外作品2件、学生応募3
件）。また審査会に向け、審査員にはPDF化した応募作
品を事前に送付した。
2009年3月26日：審査会を開催
審査は審査員が応募者を特定できないようにし、厳正
に行った。この結果、最優秀賞1点、優秀賞2点、入選
賞4点を決定した。また、その後、応募者全員に審査結
果をメールにてお知らせした。
2009年5月：「MENSHIN」（2009年5月号）およびホ
ームページに審査結果と作品の掲載
2009年6月4日：日本免震構造協会総会で表彰式
会場に最優秀賞、優秀賞、入選賞の作品展示

「国際アイデアコンペ」報告

コンペ部会委員長
明星大学　教授　　立道　郁生

国際アイデアコンペ
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国際アイデアコンペ

審査の様子

門的知識、といったレベルのそろったそれなりに厚み
のある提案がそろっていた。審査が終わって分かった
事だが、応募作品中、2／3がゼネコン設計部関係者で
あった。斬新なアイディアを期待していた学生等のエ
ントリーは非常に少なかった。提出締め切りが修士論
文や卒業設計の締め切りと近かったという時期的なこ
ともあったようだ。
審査は、まず、審査員の投票により十数点に絞り、

残ったものについて意見交換を行った上で再投票を行
い上位3作品の順位を決定した。受賞作品を見ればリベ
ラルな決定プロセスが反映され、平均値の高い作品が
選ばれた傾向がお分かりいただけると思う。入選賞の
作品は、投票結果に加え、各審査委員の意見を尊重し、
個性的なものを選ぶこととした。各界の審査委員の個
性が反映されているといえるだろう。
免震・制振という技術の成熟度が、町並みや暮らし

といった漠然としたイメージテーマへと結びつくため
のハードルを高くし、環境的なキーワードのみが目立
つ結果になってしまったのかもしれない。既存のハー
ドルに無縁な小学生の提案の方が伸び伸びしていた所
以であろう。
しかしながら、成熟しつつある技術分野だからこそ

新しいブレークスルーを模索する努力を怠れない。本
企画の真のねらいもそこにあったと思う。これに懲り
ずに、当協会が、荒削りでもよいから斬新なアイディ
アを奨励し求め続けて行ってくれる事を切に願うしだ
いである。最後に本企画を推進された立道コンペ部会
委員長と同部会委員の方々に感謝したい。

「国際アイデアコンペ」の表彰式が2009年6月4日
（木）の日本免震構造協会総会で行われた。

総会で行われた表彰式では、まず記念事業委員会委
員長の川口健一教授（東京大学）より総評があり、その後
受賞者に日本免震構造協会西川孝夫会長より賞状と副
賞の目録が授与された。また入賞作品は総会会場ロビ
ーにも展示され参加者が熱心に見入っていた。

■最優秀賞
作品名 もやし免震
応募者 濁川拓也、丹羽俊介（大林組）

■優秀賞
作品名 URBAN  TREE  HOUSE
応募者 藤井俊二、深尾仁、福山牧男、清水友理、

岡田直子（大成建設）
渡邊朗子（渡邊建築総合研究所）

■優秀賞
作品名 GYRO
応募者 貞弘雅晴、大橋史和、森洋一、南尚孝、

北村有希子（大林組）
成松匡章（三村設計）

表彰式
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国際アイデアコンペ

最優秀賞　「もやし免震」
濁川　拓也（大林組）、丹羽　俊介（大林組）
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国際アイデアコンペ

講　評：西川　孝夫
一本では頼りない柔らかなもやしも、束ねれば柔軟な免震層が形成されるという発想がユニークである。柔軟な変形
をする部材を束ねた上に建物を設置し、地震時には部材同士の摩擦で減衰を期待し、また、建物同士がもやしの束の
上で寄り添うことによりお互いの建物が押し合い揺れを小さく出来るとする考えも合理的である。もやしの上に建物
群をつくり、人間も寄り添ってしなやかに生きる街を作ろうとする提案は現在の街つくりにないほのぼのとした印象
を与えてくれ審査員全員が高評価した。
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国際アイデアコンペ

優秀賞　「URBAN  TREE  HOUSE」

藤井　俊二（大成建設）、渡邊　朗子（渡邊建築総合研究所）、深尾　　仁（大成建設）
福山　牧男（大成建設）、清水　友理（大成建設）、岡田　直子（大成建設）

06_コンペ.qxd  10.5.14 5:39 PM  ページ 22



23創立15周年記念事業特集号

国際アイデアコンペ

講　評：増田　剛
地面から生えたような何本もの、スチール製の幹が、住居空間を支えるという有機的な形態はユニークで、親近感が
わく。結果としてこの好印象が高い評価につながった。一見、不安定そうに見えるが、幹の足元に取り付けた滑り形
式の免震装置で地震力を逃がし、安定性と安全性を保つ仕組みだ。コンテナ同士は上空でつながっていき、名前の通
り、ツリーハウス的な街を形成する。高層ビルや都市全体を免震化するといった巨大構造物の提案が目立つなかで、
人のスケール感を大切にした低層の免震建築は、無理をしない街づくりの必要性を示しており、その点も評価したい。
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国際アイデアコンペ

優秀賞 「GYRO」

大橋　史和（大林組）、森　　洋一（大林組）、貞弘　雅晴（大林組）
南　　尚孝（大林組）、北村　有希子（大林組）、成松　匡章（三村設計）
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国際アイデアコンペ

講　評：川口　健一
大胆なCGと、どこかレトロさを感じさせるロゴで得点を狙っている作品。1960年代の、技術発展を妄信した明るい
未来像の絵の雰囲気が特徴。ジャイロを使うというアイディア自体は、比較的類型的。しかし絵のコンセプトとは良
くあう。この建築により、居住者の暮らしはどう変わるのであろうか。絵の雰囲気からは、地上と決別し、背中にし
ょったジェットエンジンやエアカーで空中を飛び回る、かつての未来人の姿が重なる。接地面積や太陽光等の中途半
端な環境論よりも、この60年代未来像のリバイバルで押し切って欲しかった。400mの高さでの風力の検討、柱径や
ジャイロの回転慣性、回転数、そのためのエネルギーなど、簡単に概算可能な記述がない点にも物足りなさが残る。
強烈な表現力が作り上げる「過ぎ去った夢よもう一度」という印象が受け入れられた。
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国際アイデアコンペ

入選賞 「都市免震構想～地盤による都市免震システムの構築～」

徳山　純一郎（大林組）、須藤　敏己（大林組）、冨澤　　健（大林組）
浅岡　泰彦（大林組）、松本　研一（大林組）
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国際アイデアコンペ

講　評：入江　さやか
地下100メートルの深さまで地盤をカップのように掘り込み、その中に地盤と絶縁した都市を載せて免震を図ってい
る。都市全体を免震化する同様のアイデアは他にも数件みられたが、カップに入ったプリンのような形状の面白さや、
円形の都市の外周部分を水路にして親水空間を創造している点などに魅力が感じられた。プリンの実物の写真も目を
引いた。弥生時代には集落の外周に堀をめぐらせて外敵に備えた「環濠集落」が存在したが、この案は「地震に備え
る未来の環濠集落」とも言えようか。この都市の固有周期の概算値が示され、地下100メートルまで掘り込んだ際の
土圧にはリングテンション効果で対応しており、一定の基礎力学的検証もなされている。
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国際アイデアコンペ

入選賞 「Light×Growth×Tower」

小野　森司（大成建設）、 澤　昌義（大成建設）、立山　香織（大成建設）、大森　慎司（大成建設）
福田　優子（大成建設）、勝又　　洋（大成建設）、浅野　剛史（大成建設）、前田　有一（大成建設）
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国際アイデアコンペ

講　評：入江　さやか
風船のような半透明の「空気膜」で包まれた「透明で柔らかなビル」。最近流行のエアクッションにヒントを得たも
のと思われるが、「ビルは固いもの」という既成概念にとらわれない点に魅力を感じた。ただ、アイデアが建物だけ
にとどまっている点が惜しまれた。こんなビルができれば「都市の環境や人々の生活がこう変わる」「こんな活動が
可能になる」といった「夢」や「未来像」がダイナミックに展開されていればさらに魅力的だったかもしれない。技
術的には、空気層をダンパーとして使った場合にはあまり大きな力は得られない点に注意が必要との指摘があった。
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国際アイデアコンペ

入選賞 「FUTURE CITIES」

Ahmad NADERZADEH（Imensazeh Company）、Aliakbar NASRABADI（Private Consultant）
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国際アイデアコンペ

講　評：平倉　直子
海のかなたに丘のように連なるアーチ状の建物。詩情あふれる風景画に心魅かれ、スケッチの解読にとりかかる。
コメントがない（イランからの応募であった）由に取り扱いは慎重になる。断面図より、フロアは明らかに地面と切
り離されており、ミニマムなアーチより懸垂したと読み取ることができる。
アーチの3つの脚部の自由度は地震時にどのように働くのか、ユニットの大きさは適切か？疑問もあるが、ダイナミ
ックな「吊り免震」の構想と美しい風景、どちらも未来への強いメッセージと柔らかな発想が含まれ、この賞の主旨
にふさわしい。
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国際アイデアコンペ

入選賞 「爆弾免震」

熊谷　由章（大林組）

講　評：川口　健一
本提案は、応募作品の中でも、もっとも乱暴で現実味に欠ける案である。しかし、この程度の冒険を試みるアイディ
アがもっと欲しかった。また、世の中の無駄なエネルギーの象徴としての「戦争」というキーワードも、評価したい。
太陽エネルギーやCO2削減といったキーワードを免震・制振にこじ付けたような提案が多い中で、「世界平和」とい
う言葉は新鮮である。街並みや、暮らしという観点は足りないが、戦争がなくなるということを考えれば、素晴らし
い未来像であるといえよう。

5 おわりに
審査委員長の川口健一先生をはじめとする審査委員

に心よりお礼を申し上げます。川口審査委員長の総評
にもある通り、コンペ課題のハードルを低くしたにも
かかわらず、学生からの応募が少なかったことは大変

残念で、今後の課題であると思います。最後に、本コ
ンペ部会委員各位の熱心な協働と、日本免震構造協会
事務局のご協力に深く感謝します。
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2008年（第1回）「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」

1 はじめに
創立15周年を記念して、「免震構造・制振構造に関わ

る優秀修士論文賞」の顕彰事業を創設し本年度より実
施することとなった。建築構造物を対象とした免震構
造・制振構造などの応答制御に関わる大学院修士論文
に対する顕彰で、今回は初年度ということもあり、過
去3年間に我が国の大学院における修士の学位を取得あ
るいは取得見込みの方々を対象とした。

2 選考経過
2008年7月：応募要項発表（「MENSHIN」2008年8月号、
およびホームページに掲載）
広報活動として日本免震構造協会の2種正会員を中心

に呼びかけを行った。
2009年2月28日：応募締め切り
応募総数は16篇であった（研究年度の内訳は平成20年

度　6件、平成19年度　6件、平成18年度　4件）。
2009年4月13日：第二次選考会を開催
論文の選考は、一次選考、二次選考に分けて行われ

た。一次選考は、技術委員会運営幹事会メンバー23名
がA4サイズ2ページの概要を読んで点数付けを行った。
二次選考は、一次選考委員の中から選ばれた9名の選考
委員によって行われた。なお選考は、論文名と著者の
みの公開とし、大学等の所属は分からないようにして
行われた。この結果、顕彰論文4編を決定した。
2009年6月4日：日本免震構造協会総会で表彰式
日本免震構造協会総会において表彰式が行われ、受

賞者に日本免震構造協会西川孝夫会長より賞状と記念
メダルが授与された。
2009年8月：「MENSHIN」（2009年8月号）およびホー
ムページに審査結果と論文概要の掲載

3 選考結果および選評
第二次選考会審査員
委員長： 和田　章　 （東京工業大学）
委　員： 荻野　伸行 （熊谷組）

笠井　和彦 （東京工業大学）
可児　長英 （日本免震構造協会）
北村　佳久 （清水建設）
山　峯夫 （福岡大学）
辻　　泰一 （鹿島建設）
原田　直哉 （アルテス）
藤森　智 （松田平田設計）
龍神　弘明 （前田建設工業）

2008年（第1回）

「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」報告

コンペ部会委員長
明星大学　教授　　立道　郁生

記念メダル
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2008年（第1回）「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」

審査結果
牛坂　伸也（日本大学）
ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建
物質量同調制震に関する研究

本間　友規（東京理科大学）
鉛プラグ入り積層ゴムの大地震時における熱・力学
連成挙動の解明
～エネルギーの釣合に基づく応答予測式の提案～

高橋　聡史（東京工業大学）
ブレース型ダンパー接合部の影響を考慮した損傷制
御構造の耐震性評価

山崎　義弘（東京工業大学）
剛性偏心した木造戸建住宅の制振部材による捩れ応
答制御と地震応答評価法

総　評：審査委員長　和田　章
日本免震構造協会は創立15周年をきっかけとして優

秀修士論文賞を開設し、2008年秋より全国の大学に向
け公募を行った。日本免震構造協会の活動を通して
我々が常に望んでいるように、若い学生や若い研究者
も大地震の災難から逃れることのできる新しい建築構
造として、免震構造・制振構造に関する研究には熱が
入っている。今回の応募にも、非常に優秀な論文が16
も応募された。選考は、各論文について2ページに纏め
られた梗概を21名の全審査委員で読み、点数を付ける
ことから始めた。よく行われているように、審査員と
同じ大学の卒業生などは点を付けないなどの配慮を行
ったのち集計し、上位の7編の論文を第一候補とした。
選考委員会を開き、これら第一候補の修士論文の本論
文を各委員で読み、7論文以外の論文にも再度目を通し
たのち、投票を行った。これについても、応募者の関
係者は点を付けないこととし、集計ののち、平均値を
算出して、上位の4つの論文を選出した。修士論文のテ
ーマの選択、個々の研究の進め方は、大学によって、
また指導教授によって同じではない。指導教官の研究
室に長年の研究課題があり、その路線にのって進めら
れる指導教授のイニシアチブの強い成熟度の高い研究
と、指導教授の研究方針より若い学生の自発的な意欲
に任せた意欲的な研究に、大別される。このように、
修士論文の優劣をつけるのは簡単ではないが、この難
しさにも配慮しつつ、4論文を選出した。免震構造・制
振構造に関する研究がさらに推進されること、これら
の新しい構造への若いファンがますます増えること、
この勢いを活気付けるためにも優秀修士論文賞が末永
く続くことを期待する。

審査の様子
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選　評

ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建物質量同調制震に関する研究
牛坂　伸也（日本大学）

本論文では、ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建物質量同調制震の設計手法の
提案と、地震応答解析によるその有効性の確認が示されている。本論文の新規性は、回転慣性質
量要素による周期伸長効果を利用した応答制御手法の提案にあり、剛性調整により周期伸長する
免震構造とは異なる概念の応答制御手法である。今後制震構造の設計において、剛性・減衰調整
のみならず質量調整手法も有効な選択肢になるであろう。

（藤森　智）

鉛プラグ入り積層ゴムの大地震時における熱・力学連成挙動の解明
～エネルギーの釣合に基づく応答予測式の提案～

本間　友規（東京理科大学）

近年、長周期地震動に対する安全性が問題となっているが、本論文は大振幅繰り返し変形を受
ける鉛プラグ入り積層ゴムの熱・力学連成挙動を解明し、エネルギーの釣合いに基づく応答予測
式を提案したものである。この予測式により、長周期地震動の影響を容易に推定することが可能
で、免震構造の安全性向上に貢献する優れた論文であり、表彰に値する。

（北村佳久）

ブレース型ダンパー接合部の影響を考慮した損傷制御構造の耐震性評価
高橋　聡史（東京工業大学）

ダンパーが保有する性能を十分に発揮させるには、接合部の設計に留意する必要があり、接合
部における応力伝達機構の検討は重要である。本論文は、ブレース型ダンパーを取付ける接合部
が建物の耐震性能に及ぼす影響を明らかにしようとしたものである。実験と解析により、接合部
を介したダンパー軸力の伝達機構や接合部の存在が周辺部材に及ぼす影響などを部材レベルで評
価している。健全な制振構造の普及に有用な論文である。

（龍神弘明）

剛性偏心した木造戸建住宅の制振部材による捩れ応答制御と地震応答評価法
山崎　義弘（東京工業大学）

本論文では，木造戸建住宅の剛性偏心に起因する捩れ応答制御手法として方杖型制振部材の採
用を提案し、その有効性を振動台による応答実験と地震応答解析を通じて検証を行うと共に、簡
易な応答予測手法の提案へと発展させている。その内容は論理的で学術的に明快な結論を得てい
ることに加え、実際の建物への適用が期待されるなど、健全な制振構造の発展・普及に資すると
いう観点からも、優れた修士論文と評価できる。

（辻　泰一）
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第１回 免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞受賞の方々

ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建物質量同調制震に関する研究

牛坂　伸也（日本大学）

鉛プラグ入り積層ゴムの大地震時における熱・力学連成挙動の解明
～エネルギーの釣合に基づく応答予測式の提案～

本間　友規（東京理科大学）

ブレース型ダンパー接合部の影響を考慮した損傷制御構造の耐震性評価

高橋　聡史（東京工業大学）

剛性偏心した木造戸建住宅の制振部材による捩れ応答制御と地震応答評価法

山崎　義弘（東京工業大学）
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4 おわりに
今回は、「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」初年度ということもあり、記念事業委員会コンペ部会が

日本免震構造協会技術委員会の協力を得て主催させていただいた。その後すでに、協会では「修士論文賞審査委員会」
が発足し、2009年度（第2回）の応募も終了している。なお、今回行った第1回では、選考の基準、ポイントをどのよ
うに明確化するかといった問題点や、選考方法についての提案もなされている。本顕彰事業も回を重ねるごとにより
良い活発なものとなっていくことを期待したい。
最後に、第二次審査委員長の和田章先生をはじめとする選考委員会各位、並びに本コンペ部会委員各位の熱心な協

働と、日本免震構造協会事務局のご協力に深く感謝します。
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免震構造・制振構造に関わる研究助成の発足と初年度の選考経緯及び結果

1 研究助成事業の概要
社団法人日本免震構造協会（以下、協会と記す）では、創立15周年記念事業の一環として、免震・制振建築

物に関連する技術の発展、その社会への普及推進を目的とし、毎年1回、免震・制振建築物に関連する調査

研究を支援する、「研究助成事業」を発足した。

助成事業の対象はわが国の免震・制振建築物の発展、普及推進に寄与する調査研究である。応募者は協会

が年度毎に設定する参考テーマにそった研究課題（参考テーマ部門）、あるいは独自の研究課題（自由テーマ

部門）を設定することができる。

第1回の研究助成事業は2009年度に行われた。その経緯及び結果を報告する。

2 研究課題の公募
応募要項は2009年4月初旬に発表。公募期間は4月1日～5月22日であった。

本年度の参考テーマは「わが国における免震構造の30年の実績をふまえたもの」である。協会の創立15

周年を記念して開始する研究助成事業の第1回として、わが国における免震構造の30年の歴史を有効に活用

し、諸外国に対しても、わが国の免震技術、研究の優位性を示す研究課題を助成しようとの趣旨である。

3 選考委員
研究課題の選考には記念事業委員会助成研究選考WGがあたった。WGの委員は以下のとおりである。

古橋剛、可児長英、北村春幸、竹中康雄、田村和夫、山田哲、川口健一。

4 選考経緯
研究助成の申し込みは、参考テーマ部門、自由テーマ部門合わせて6件の応募があった。

選考の経緯は以下のとおりである。まず、応募のあった各研究課題について選考WG委員が個別に評価、

コメントした。評価項目は、（ア）免震・制振構造の普及に貢献する可能性、（イ）実験・調査方法の妥当性、

（ウ）既往関連研究との対応、（エ）費用算出の妥当性等である。次に、WG委員会を開催、評価点の集計を基

としながら、さらに研究課題の分布、応募者間の公平性などについて充分議論した上で、助成の対象とする

研究課題を決定した。

調査研究部会委員長
日本大学　准教授
古橋　剛

08_研究助成.qxd  10.5.14 5:41 PM  ページ 46



47創立15周年記念事業特集号
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5 選考結果
＜参考テーマ部門＞

研究課題　免震用積層ゴムの経年変化特性に関する研究

代 表 者 山峯夫

所　　属　福岡大学工学部建築学科

奨励金額　100万円

＜自由テーマ部門＞

研究課題　座屈拘束ブレースの力学性能に及ぼす芯鋼材－拘束材間クリアランスの影響

代 表 者　緑川光正

所　　属　北海道大学大学院工学研究科

奨励金額　100万円

6 おわりに
選出された2課題は、各々

1．本年度の参考テーマの主旨とよく合致している。

2．制振構造の普及へ貢献する可能性が高い。

という点が評価され、本研究助成に相応しいと判断された。しかしながら、それぞれ、免震部材の経年劣

化、及び、制振デバイスの設計に関わるパラメトリックスタディであり、元来は、それぞれのデバイスメー

カーによって詳細な調査がなされるべき課題である。協会としては、今回の研究助成を呼び水として、各メ

ーカーが今後自主的な調査を展開していくことを強く期待する。各メーカーの調査によるこれらのデータが

公表され共有されることで日本の技術のさらなる底上げがなされていくことが、免震・制振技術の最先進国

であるわが国のあるべき姿と考えられる。

協会の研究助成事業による奨励金支給研究の公募は本年度はじめて立ち上げた事業であり、社会的認知度

が低いことや、公募期間が短いことなどの不安材料があった。結果的にはさまざまな研究課題を含む6件の

応募が有り、選考にも十分な議論をつくせたと考えている。ここに本年度の選考結果を報告するに当たり、

今回は残念ながら採用できなかった応募者の方々を含めて、関係者各位のご協力に感謝する次第である。

助成事業は第1回が終了しただけであり、まだ、一歩ほど歩み始めたところである。関係各位の皆様には、

本事業がその目的を十分果たすべく、今後の発展に期待とご協力をお願いしたい。
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1 はじめに
日本免震構造協会では創立15周年を記念して、独立行政法人建築研究所、東京大学生産技術研究所、

CIB/W114（地震工学と建築）との共催により、標記シンポジウムを平成21年9月16日～18日に東京大学生産技

術研究所コンベンションホールおよびセミナー室において開催した。開催に当たっては、国土交通省をはじ

めとする国内外24団体の後援を頂いた。シンポジウムでは、最初の2日間をテクニカルセッションとして技

術的な研究発表会を行い、最終日をオープンセミナーとして一般講演会を行った。また、1日目の夜にはウ

ェルカム・パーティを行い、2日目の午後には海外の参加者を主な対象としたテクニカルツアーを行った。

さらに、会場のホワイエにおいて企業展示（8企業）、15周年記念事業として実施された子供絵画コンクール

や国際アイデアコンペの入選作品のポスター展示、建物外には起震車による免震・非免震の体験コーナーの

設置などを行った。関係者各位の絶大なご支援のもと、参加国は12か国に及び、テクニカルセッションに

135名、オープンセミナーに150名の参加者を得ることができ、成功裏に終了することができた。

シンポジウムでは、免震や制振といった応答制御技術を応用した建築物の普及を通じての持続的社会の実

現をテーマに、世界中の研究者や技術者により、免震・制振技術の建築物への応用に関する技術開発や普及

事例が紹介された。以下にシンポジウムの第1部のテクニカルセッションおよびテクニカルツアー、第2部の

オープンセミナーについて報告する。

国際シンポジウム部会・
国際委員会委員長
建築研究所
斉藤大樹

同　委員
三菱地所設計
川村浩

同　委員
清水建設
猿田正明

同　委員
竹中工務店
東野雅彦

同　委員
竹中工務店
濱口弘樹

日建設計
田坂雅則

「持続的社会のための地震応答制御建築物に関する
国際シンポジウム」報告

09:00 ～ 09:30
09:30 ～ 10:00
10:00 ～ 11:00
11:00 ～ 11:30
11:30 ～ 12:30
12:30 ～ 14:00
14:00 ～ 15:40
15:40 ～ 16:10
16:10 ～ 17:30
18:00 ～ 20:00

受付
開会式

ウェルカム・パーティ

コーヒーブレイク

記念写真、昼食

コーヒーブレイク

免震1

免震2

免震3

免震4

制振1

制振2

制振3

制振4

企業、
ポスター
展示

企業、
ポスター
展示

09:00 ～ 10:00
10:00 ～ 11:00
11:00 ～ 11:30
11:30 ～ 12:15
12:15 ～ 13:30
13:30 ～ 18:00

08:30 ～ 09:00
09:00 ～ 09:30
09:30 ～ 10:30
10:30 ～ 11:00
11:00 ～ 12:30
12:30 ～ 13:45
13:45 ～ 15:15
15:15 ～ 15:45
15:45 ～ 16:45
16:45 ～ 17:45
17:45 ～ 18:00

セミナー1
コーヒーブレイク
セミナー2
昼食

セミナー3
コーヒーブレイク
セミナー4
全体討議

企業、
ポスター
展示

免震
体験車

免震5
免震討議

制振5
制振討議

コーヒーブレイク
全体討議
昼食
テクニカルツアー

9/16（水）　テクニカルセッション 9/18（金）　オープンセミナー

9/17（木）　テクニカルセッション

受付
開会式

閉会式

シンポジウムのスケジュール
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2 テクニカルセッション
テクニカルセッションの開会式では、日本免震構造協会を代表して西川孝夫会長、ならびに本シンポジウ

ム運営委員会委員長の井上範夫教授（東北大学）から開会の挨拶があった。その後、免震セッションと制振セ

ッションに分かれて研究発表が行われた。免震セッションは主査を東野雅彦氏（竹中工務店）、幹事を濱口弘

樹氏（竹中工務店）が担当し、制振セッションは主査を笠井和彦教授（東京工業大学）、幹事を田坂雅則氏（日

建設計）が担当した。なお、2日目の免震・制振全セッションおよび討議の終了後は、テクニカルセッション

参加者全員による全体討議が行われた。

2.1 免震セッション

中国、韓国、ニュージーランド、アメリカおよび日本から16題の最新研究報告が行われた。

第1日目は開会式に引き続き、コンベンションホールにて14題の研究報告が行われた。長時間かつタイト

なスケジュールであったにも関わらず終始活発な討議が行われ、参加者の免震に対する関心と熱意のほどが

伺われた。

大林組の吉田治氏はアクティブ免震構造の研究概要およびプロジェクトへの適用について報告した。アク

チュエータで免震層を加力することにより、地震時の上部構造の応答加速度を一般の免震よりもさらに低減

することができる。振動台実験による実証および世界初となる適用プロジェクトの紹介があった。

中国・清華大学のPeng Pan教授は四川地震で被災した建物の免震レトロフィット事例について報告した。

ピロティ形式のため1階柱に損傷が集中した6階建てRC建物に柱頭免震を採用した設計事例を発表した。

竹中工務店の山本雅史氏は大径積層ゴムの動的載荷実験の結果について報告した。長周期地震時の超高層

免震建物を想定した過酷な載荷条件においても積層ゴムの性能が安定していること、繰り返し載荷や3軸動

的載荷により新たな知見が得られたことを紹介した。

コーヒーブレイクをはさみ、アメリカ・ユタ州立大学のKeri Ryan教授が3階建てS造建物について耐震と免

震のライフサイクルコスト比較を行った事例を紹介した。設計レベル若しくはこれを超える大地震の際、免

震構造は建物の修理費用を大きく低減できることを定量的に示した。

午前中の最後に、鹿島の竹中康雄氏がJSSI耐風設計部会の活動について報告した。風荷重は地震荷重と異

なり載荷が長時間に及ぶ点、および平均成分による準静的載荷の影響が大きい点を指摘し、これらの特徴を

考慮した免震装置の載荷実験結果を反映した設計ガイドラインが完成間近であることを紹介した。

大林組･吉田氏 清華大学･Pan教授 竹中工務店･山本氏

西川会長挨拶 井上教授挨拶
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午後のセッションではまず、アメリカ・EPS社のVictor Zayas氏がFriction Pendulum Bearing（FPB、球面す

べり支承）の適用事例を紹介した。FPBは一般建物に加え、橋梁、海上石油プラント、LNGタンク等に広く

適用されている。

東京工業大学のTroy Morgan教授はTriple FPBの概要、実験結果および解析モデルについて報告した。この

支承は3種類の異なる摩擦係数とすべり面曲率を用いて複雑な履歴特性を付与し、異なる設計レベルのいず

れにおいても最適な免震性能を実現しようとするものである。

次にアメリカ・EPS社のVictor Zayas氏が当日欠席となった発表者の代理として、約10年間使用されたFPB

の調査結果を報告した。全256基の外観調査、およびこのうち25基の内部すべり面の目視調査、および2基の

別置き試験体の載荷試験が実施され、設計基準をクリアする良好な結果であったことを紹介した。

中国・広州大学のWenliuhan Heisha教授はASTCR（円弧ローラー支承）の紹介を行った。支承の概要、振動

台実験、解析事例、およびコンピュータサーバーおよび美術品への適用事例について報告した。

ニュージーランド・GNS Science社のJohn Zhao氏はLRBの履歴が低面圧・大変形時に負勾配を生じて不安

定となることを指摘し、鉛直軸力の小さい部位用に開発したRoGlider（ゴムによる復元力付きすべり支承）の実

験結果を紹介した。

再びコーヒーブレイクをはさみ、鹿島の近藤明洋氏はLRBの大変形繰り返し載荷による温度上昇と性能変

化について報告した。動的載荷実験の結果をもとに鉛プラグの温度と降伏強度の関係式を導き、温度上昇を

考慮したLRBの解析モデルを提案した。

中国・広州大学のXiangyun Huang氏は中間層免震について免震層の上下の階数、剛性比、振動数比、質量

比および免震層の特性をパラメータとした研究を紹介した。振動台実験および解析的検討により、中間層免

震の効果が検証されている。

福岡大学の 山峯夫教授は大地震を受けた免震建物の観測結果、および大変形繰り返し載荷を行ったLRB

とHDRの性能変化について報告した。2005年福岡西方沖地震の際に2棟の免震建物で得られた観測結果は免

震構造の高い耐震安全性を改めて証明する貴重なデータである。

第1日目の最後には、アメリカ・DIS社のAmarnath Kasalanati氏が過酷な載荷条件におけるLRBの性能実験

について報告を行った。ダム給水塔を免震化するプロジェクトが進行中であり、免震層は水中に計画されて

いる。

ユタ州立大学･Ryan 教授 鹿島･竹中氏

EPS社･Zayas氏 東京工業大学･Morgan教授 広州大学･Wenliuhan教授 GNS Science･Zhao 氏
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第2日は2題の研究報告が行われた。

韓国・韓国国際大学のYung-Bea Chung教授は実在の免震建物を用いた載荷実験の結果を報告した。NRBお

よびすべり支承を用いた免震建物をオイルジャッキで静的に載荷して得られた免震層の荷重－変形関係を設

計値と比較し、良好な結果を得ている。

免震セッションの最後にアメリカ・SIE社のCameron Black氏が前日に Kasalanati氏より紹介のあったダム給

水塔の免震プロジェクトについて設計概要を報告した。積層ゴムの水平・上下の連成を考慮したモデル化、

水の抵抗を大質量マスでモデル化した応答解析について紹介した。

全発表終了後、免震をより一層普及させるためには何が重要かをテーマに掲げてパネルディスカッションが

行われた。免震セッション主査の東野雅彦氏による司会進行のもと、パネリストを務めた韓国・韓国国際大学

のYung-Bea Chung教授、中国・広州大学のFu-Lin Zhou教授、ニュージーランド・GNS Science社のJohn Zhao氏、

アメリカ・ユタ州立大学のKeri Ryan教授、福岡大学の 山峯夫教授を始め、参加者からも多くの意見が述べ

られ、非常に活発な議論が行われた。この結果、免震の普及にとって重要な項目として、コスト低減、一般の

人々の啓蒙、技術者の教育、上下免震や原子力発電所の免震に関する技術開発、などが指摘された。

韓国国際大学･Chung教授 SIE･Black氏

パネルディスカッションの様子

鹿島･近藤氏 広州大学･Huang氏 福岡大学･ 山教授 DIS･Kasalanati氏
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2.2 制振セッション

ドイツ、トルコ、ルーマニア、中国、台湾、韓国および日本から16題の最新研究報告が行われた。重複を

含んで分類すると、デバイスの開発と改良に関して10題、架構システムの開発と改良が6題、実際の建築へ

の適用紹介が8題（新築4題、改修4題）であった。

第1日は開会式に引き続き、セッション会場にて14題の研究報告が行われた。セッションの間、終始活発

な質疑および討議が行われ、参加者の制振に対する関心の高さが伺われた。

ドイツ・GERB社のPeter Nawrotzki氏はメカニカルアイソレーターによる発電所への免震適用と剛性・減衰

の評価を報告した。

トルコ・イスタンブール工科大学のFatih Sutcu氏からはレンガ壁の繊維補強について実験報告があった。

レンガ造建物の耐震補強を行う場合、多くは片側からのみの施工となる実態に合わせ片側から種々の補強方

法を適用したレンガ壁の水平載荷試験の報告があった。

大成建設の青野英志氏は変位依存性を持つオイルダンパーを使用した高層ビルの耐震改修事例を報告した。

コーヒーブレイクをはさみ、ルーマニア・ブカレスト土木技術大学の 教授よりダンパーに

よる耐震補強検討の報告があった。報告ではルーマニアの地震基準と施工方法の検討が加えられた。

東北大学の五十子幸樹准教授は同調粘性マスダンパーを使用した建物の制振についての研究報告を行っ

た。同調粘性マスダンパーの評価と粘性ダンパーとの比較についての検討結果が報告された。

次に早稲田大学の曽田五月也教授より方杖ブレースにオイルダンパーを適用し、滑り基礎を併用した木造

住宅の応答抑制に関する実験的研究についての報告があった。

午後のセッションではまず、中国・ハルビン工業大学のHui Li教授より自己復元性を持つステンレスおよ

び形状記憶合金の機械的性質と、制振装置として形状記憶合金を使用した場合の解析検討の報告があった。

この合金は高温状態でも良好な性状を示し、自己復元性のための耐久性に優れていることが紹介された。

日建設計の小西厚夫氏は芯柱制振を適用した東京スカイツリーの構造設計について報告した。オイルダン

パーにより鉄骨架構に連結された鉄筋コンクリート芯柱の質量減衰効果を利用した設計が紹介された。

カヤバシステムマシナリーの露木保男氏よりロックバルブ付オイルダンパー、変位依存オイルダンパー、

オイルダンパー・積層ゴム・空気ばねによる3次元免震システムなど、最新のオイルダンパーについて報告

があった。長周期地震動や強風時を考慮した設計に対するロックバルブ付オイルダンパーの適用、大変形時

にも追随できるオイルダンパー（オーバーフロー機能が追加されたもの）が紹介された。

中国・広州大学のPing Tan教授は広東タワーのハイブリッドTMD（積層ゴムに設置した防火タンクとAMD

の積層）を使用した耐風設計について報告した。解析によると頂部の応答加速度は2～3割低減できることが

セッションの様子
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紹介された。

再びコーヒーブレイクをはさみ、日本大学の古橋剛准教授より動的マスによるモード制御に基づくビルデ

ィングマスダンパーシステムの研究報告があった。ダンパーを使用しモードを制御することにより、建物上

部層をマスダンパーとして評価することを提案した。

台湾・中國文化大学のTian-Chyuan Chan教授は築100年を超える大同区の長屋状レンガ造住宅レトロフィッ

トについて報告した。鉄骨フレーム補強とオイルダンパーを付加する方法の解析比較が報告された。

韓国・韓国大学のYoung-Ju Kim教授は鉄骨造の接合部に塑性化を許容した制振システムについて紹介し

た。大地震後に交換が容易となるようH鋼柱の仕口部梁端部をエンドプレートタイプのボルト接合とし、ア

ングルで構成したリブ材に塑性化を許容させるシステムや、柱脚のアンカーボルトが伸びても交換が容易な

機構を紹介した。

第1日の最終報告として、竹中工務店の牧野章文氏よりビルの最上階を利用した大規模TMDの高層ビルへ

の適用事例が報告された。積層ゴムにより最上階とヘリポートを支持しTMDとして利用されている。

第2日は2題の研究報告が行われた。

アラップ・ジャパンの大原一之氏より油圧ダンパーを使用した高層ビルの設計事例の報告があった。特徴

的な形状を持つ高層ビルの構造設計をダンパーを使用して成立させた適用事例の紹介があった。

最終の研究報告として、清水建設の田村和夫氏より回転マスダンパーを使用した制振システムの解析検討

の報告があった。

全ての発表終了後、パネルディスカッションが行われた。まず、パネリストを務めた東京工業大学の笠井

和彦教授、イタリア・ENEA, GLIS, EAEE-TG5 & ASSISiのAlessandro Martelli教授、中国・同済大学のXilin Lu

教授、アメリカ・カリフォルニア大学バークレー校のStephen A. Mahin教授、ルーマニア・ブカレスト土木技

術大学の 教授および中国・ハルビン工業大学のHui Li教授から各国の制振構造に関する状況に

ついての報告があった。主に各国の制振建物実績、基準・仕様の整備状況、制振構造を推進するために必要

なこと、プロジェクトの紹介などが行われた。

続いてこれからの制振構造普及に向けての議論が行われ、制振構造を推進するために制振設計の優位性と

信頼性を社会に示すことが必要である、性能とコストの比較を施主・建築家そして構造技術者に示すことが

求められる、構造設計者と学生に対しての教育が必要である、デバイスの性能確認試験と設計資料公開が必

要である、ことが確認された。

パネルディスカッションの様子
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3 テクニカルツアー
第2日の午後、海外からの参加者を対象に免震建物を見学するテクニカルツアーを企画した。参加者は30

名であった。会場の東大生研より貸切バスにて出発し、最初に渋谷区代々木の代々木ゼミナール本部校（代

ゼミタワー）を見学した。

代ゼミタワーは地下3階・地上26階建てのセミアクティブ免震システムを採用した建物で、まず大成建設

構造設計部の篠崎洋三氏から概要説明が行われた。その後、16階にある空中庭園と地下の免震層を見学した。

空中庭園より上階は寮となっており、安心して子供さんを入学させられると地方から来る学生の親御さんに

人気であると伺った。地下の免震層は鉛入り積層ゴム・オイルダンパー・セミアクティブオイルダンパーが

設置されており、参加者は見学を堪能していた。

続いて、江東区の清水建設技術研究所へ向かった。ここには敷地内に5棟のユニークな免震構造が建設さ

れている。同社・猿田正明氏の説明の後、本館（柱頭免震）・風洞実験棟（パーシャルフロート免震）・安全安

震館（塔頂免震）を見学した。それぞれに特徴のある免震構造であり、参加者から大きな注目を集めていた。

代ゼミタワー 見学風景

本館 安全安震館 風洞実験棟
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4 オープンセミナー
3日目に開催されたオープンセミナーは参加費無料の講演会の形式で行われ、参加者は日本から135人、海

外から15人と、国内外から一様に広い関心が寄せられた。

開会式では、本シンポジウムの主催機関を代表して日本免震構造協会の西川孝夫会長、独立行政法人建築

研究所の村上周三理事長および15周年記念事業委員会委員長の川口健一教授（東京大学生産技術研究所）から

開会の挨拶があった。その後、各国の免震・制振技術の応用事例などの現状に関する講演が行われた。

4.1 講演内容

開会式に引き続き、10名の国内外の研究者や技術者が各国の免震・制振技術の応用事例などに関して講演

を行った。午前中は下記の5講演が行われた。

1）アメリカ・Stephen A. Mahin教授（カリフォルニア大学バークレー校）

「持続的社会における免震構造の役割」

大地震やハリケーン後の復旧のしやすさについてより着目すべきであり、再現期間2,475年レベルの地震

（MCE）が発生した場合の補修・復旧費用を総合的に比較した場合には、免震建物の方が一般的な構造の建

物に比べて安いことが話された。また、新技術としてTriple Pendulum Bearingが紹介された。

2）中国・Fu-Lin Zhou教授（広州大学）

「中国における最近の免震構造の事例」

まず四川大地震について、地震の規模（最大加速度0.96G）や被災者数（9万人超）とともに免震建物3棟が無被

害であった点が報告され、その後、新規プロジェクトの縮小模型を用いた振動台実験の様子や長スパン支承

部や小規模住宅への免震構造の適用例について説明があった。

3）中国・Xilin Lu教授（同済大学）

「四川地震後の制振補強や制振構造の事例」

四川大地震後の中国耐震基準変更点として設計用せん断力の最大レベルが0.1Gから0.2Gに変更されたこと

が説明され、その後、制振構造の適用事例として、上海万博テーマ館や耐震補強例、隣接建物間の連結部へ

の適用例などの紹介があった。

4）イタリア・Alessandro Martelli教授（ENEA, GLIS, EAEE-TG5 & ASSISi）

「イタリアおよび周辺国の免震建築の事例」

ヨーロッパやロシア、中央・南アジア、中南米などにおける免震構造の適用事例を紹介した後、イタリア

の状況についての報告があった。イタリアでは2002年の地震で学校が倒壊し児童が犠牲になったことを契機

に、以降大多数の新築学校は免震とされており、免震建物は現在累計で100棟程度となっているとの説明が

あった。また、ミケランジェロのダビデ像の足下に亀裂が発生し崩壊の危機にある中、文化遺産省の反対に

遭いつつも免震化が話題となっていること等が紹介された。

5）アルメニア・Mikayel G. Melkumyan教授（アメリカン大学）

「アルメニアの免震建築の事例」

免震構造があまり認知されていない国において、適用事例のなかった15年前以降32棟が建設され、徐々に

西川会長挨拶 村上理事長挨拶 川口教授挨拶
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普及しつつあることが紹介された。新規技術提案として、柱脚にサイズの小さい免震装置を複数配置する事

例や、免震構造にTMDを組み合わせる提案があった。

昼食を挟み、午後に入って次の5講演が行われた。

6）日本・笠井和彦教授（東京工業大学）

「制振ダンパーを用いた実大建築物の振動台実験」

E-ディフェンスで実施された5層建物の実大振動実験について報告があった。非制振、制振（鋼材、オイ

ル、粘性、粘弾性の4種類）の比較が説明された。大地震時の変形、応力とも制振構造の方が非制振よりも

応答値が小さく、制振効果が実証された点が報告された。

7）台湾・Shiang-Jung Wang氏（国立地震研究所）

「台湾の免震・制振建築物の現状」

台湾において免震建物は48棟で基礎免震と中間免震がそれぞれ半数程度であり、制振建物は100棟程度で

制振装置の大半は座屈拘束ブレースが適用されている、との説明があった。その他事例紹介として、台北

101のTMD等が説明された。

8）アメリカ・Kit Miyamoto氏（Miyamoto International）

「応答制御建築物の安全性とダンパーの限界状態」

予測不可能な想定以上の地震が起きた場合のダンパーの挙動について説明がなされ、再現期間2,475年レベ

ルの地震（MCE）が発生した場合の安全率を1.0から1.3に増やすことによって、建物の倒壊確率を12%から

5%に低下させることが可能である、との説明があった。

9）イラン・Ahmad Naderzadeh氏（Imensazeh Company）

「歴史視点から免震の適用について考える」

メキシコの古代のオベリスクやイランの歴史建築物の積層構造に既に免震技術の考え方が用いられている

ことが紹介され、免震構造の正当性が歴史的にも証明されているとの説明があった。また、現代の技術者は

よりシンプルで安価な技術を今後模索すべきではないか、との提言があった。

10）日本・和田章教授（東京工業大学）

「持続可能社会における新しい耐震設計技術」

大地震が起きる度に耐震基準が見直され耐震性能は向上してきているがまだ耐久性の面では不足してい

て、これは個々の事業者が経済性を追求するなかで結果的に弱い建物を多く建てていることが起因している

と考えられる。今後、少しでも靱性の高い建物や、免震、制振構造の建物を増やしていけば、都市全体とし

ての耐久性が向上していくのではないか、との提言がなされた。

Martelli教授 Melkumyan教授

Mahin教授 Zhou教授 Lu教授
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4.2 全体討議

全講演終了後、1時間にわたり全体討議が行われた。始めに2日間に渡って行われた免震および制振の各テ

クニカルセッションの総括説明が行われ、その後フリーディスカッションが行われた。

まず、竹中工務店・東野雅彦氏が免震セッションの総括を行った。

・発表編数：合計16題（日本6、アメリカ5、中国3、韓国1、ニュージーランド1）

・全体概要

1）構造設計に関する発表

・先進的な免震装置の適用

・振動台実験及び解析

・実際の建物における地震観測と実験

・免震改修

・ライフルサイクルコスト

2）免震装置に関する発表

・巨大地震時における装置の挙動

・風外力下における装置の挙動

・耐久性

・新しい装置の開発

Naderzadeh氏 和田教授

笠井教授 Wang氏 Miyamoto氏

セミナーの様子
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・免震装置の適用状況

1）積層ゴム：参加各国で主要な免震装置として使われている。

2）Friction Pendulum Bearing：主としてプラントや橋梁等を中心に使用実績を伸ばしている。

3）ローラーベアリング：美術品の免震手法として紹介された。

4）平面滑り支承の新概念：New Zealandより新開発デバイスが紹介された。

次に東京工業大学の笠井和彦教授が制振セッションの総括を行った。

・発表編数：合計16題（日本9、中国2、台湾1、韓国1、ドイツ1、トルコ1、ルーマニア1）

・全体概要

1）デバイスの開発と改良に関して：10題

2）架構システムの開発と改良：6題

3）実際の建築への適用紹介（新築）：4題

4）実際の建築への適用紹介（改修）：4題

・制振技術の適用状況

1）中国：四川地震以後11棟にオイルダンパー、6棟に変位依存ダンパーを用いて設計が進められている。

補強工事は3カ年計画として全国的に推進されている。

2）イタリア：Abruzzo地震（2009年4月）以前の統計で78棟に制振が適用されている。主として補強技術と

して注目され、学校、教会等に適用されている。

3）日本：2009年までに約1100棟のビル構造物、約1000棟の戸建て住宅に適用されている。

4）ルーマニア：少数の民間建築に適用済み、及び適用中。官庁建築には未適用。

5）アメリカ：現在までに流体系ダンパー160棟、流体以外の粘性系ダンパー20棟程度、変位依存ダンパー

（座屈補剛ブレース）数百棟。変位依存ダンパーの適用は急速に増加中。

・法整備状況

1）中国：建築の耐震基準が2001年に制定され、2009年に改訂された。

2）イタリア：2009年に制振に関するイタリア独自の基準が公表された。これはユーロコードとは異なる。

3）日本：免震構造協会のマニュアルが2002年に発行、2005、2007年に改訂されているが、国の基準は未

整備。

4）ルーマニア：新築の基準は免震のみ（P100-1）。改修に関しては免震と制振両方が規定されている

（P100-3）。

5）アメリカ：新築建物はASCE 7-01、改修はASCE 41、に各種解析方法を許容する形で規定されている。

但し、座屈補剛ブレースは制振部材としては取り扱われていない。

各セッションの総括説明の後にフリーディスカッションが実施され、活発な討議が行われた。各国の経済

情勢や免震建物の普及率が様々である中、免震・制振構造の普及にとってより安価な解決策を模索していく

必要性が確認された。その際、古代の建築物やオベリスクに用いられている丸い石を使った簡易な免震の適

用例は参考になるのではないか、との意見が出された。また中国では、四川大地震以降急速に免震・制振構

造の設計事例が増えているが、これは主に都市部の比較的大規模な建物であり、大多数の被害者を生んだ小

規模住宅における適用例は少なく、これをいかに増やしていくかがテーマである、との意見もあった。短い

時間の意見交換ではあったが、各国の問題意識が再確認され今後の国際技術協力の推進に向けたきっかけに

なると考えられる。

ディスカッションの内容を受け、最後に以下の結論と課題が導かれ、参加者の賛同を得た。

1）コスト低減が最重要課題

・シンプルで信頼性の高い装置が必要

・高度な技術開発も重要だが、所得の低い人にまで良い技術が行き渡るようにするためには、信頼性が高
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く誰もが入手できるような安価な装置が必要

2）開発した新技術の実験および解析によるさらなる理解が必要

・より多くの人に免震や制振技術の良さを理解してもらうために、我々自身がさらに深くこれらの技術を

理解することが必要

・上下動、および今後さらにレベルが増大すると考えられる設計用入力地震動に対応できる技術開発が必要

3）持続可能な社会への貢献が重要

・地震による都市の被害は、環境的側面から見ると非常に多くのエネルギーを損失

・原子力発電所の停止は二酸化炭素の放出を拡大

4）研究開発における各国の協力関係が重要

・今回のシンポジウムをきっかけとして、各国研究者間の国際協調を活性化させることが必要

5）教育が重要

・技術者、学生、および社会一般に対する教育が重要

5 まとめ
国際社会では、資源の有効利用や地球環境の保護など、持続可能な社会の実現に向けた取り組みが強く求

められている。世界では依然として地震により多くの被害が発生しており、地震に対して建築物を安全かつ

長寿命とすることは持続可能な社会の実現にとって必要不可欠な課題である。免震構造や制振構造の普及は、

そうした課題を解決する最も有望な手段と考えられる。日本では阪神淡路大震災以来、免震構造や制振構造

などの応答制御技術を採用した建築物の普及が急速に進んでいるが、世界に目を向けるとこうした新しい技

術の応用はまだ緒に就いたばかりである。

しかしながら、中国とイタリアの講演者から最近の地震被害を受けて学校などの重要建物に免震構造を採

用する動きが加速していることが紹介されるなど、日本以外の国々でも確実に普及が進んでいるという手ご

たえを感じることができた。このように、本シンポジウムを通じて各国の現状や最新の研究成果を知ること

ができ、活発な意見交換を行うことができたことは、免震・制振技術の今後の更なる普及と国際協力の推進

にとって極めて有意義であったと思われる。発表者、参加者各位に感謝したい。

起震車　免震・非免震体験 コーヒーブレイク

ウェルカム・パーティ 企業展示

記念写真
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広報部会活動概要

広報部会は、記念事業委員会にて決定された事
業計画に沿って「見学・講演会」の実施、各種記
念事業イベントの協力及び広報支援を行い、会誌
MENSHINにて一連の活動をまとめた「記念事業特
集号」を担当し、本特集号の発行をもって予定通
り終了することとなりました。ここにその活動概
要について紹介致します。
「見学・講演会」では、協会創立15周年を迎えて
免震構造の普及はかなり達成されていることも考
慮して、全国4地域で話題性があり、見て楽しさの
ある建築物を選定し、講演は地元の大学の先生に
タイムリーな話題を提供して頂きました。

第1回見学・講演会（福岡）
アイランドタワースカイクラブ（連結免制震）
九州最高層の42階建て超高層免震住宅。
高さ145mの3つの住棟を鉄骨トラスで連結して一
体化している。基礎部分を免震層とし、上部連結
部分には制震装置を配置している。
福岡大学 山 峯夫 教授　講演
「免震力と想像力」

第2回見学・講演会（札幌）
札幌開発総合庁舎（庁舎免震レトロフィット）
北海道の官庁施設として地下1階の柱頭免震レト

ロフィットが採用されている。
大成札幌ビル（エコビル・制震）
環境に配慮したスーパーエコビルで、PCaPC梁を

長スパン梁に適用し、制振システムTASMOを採用
した制振建物。
北海道大学　菊地 優 准教授　講演
「免震構造の最新技術開発」

広報部会活動概要

広報部会委員長
東京高速道路
加藤晋平

写真1 アイランドタワースカイクラブ（連結免制震）外観

写真2 札幌開発総合庁舎（庁舎免震レトロフィット）外観

写真3 大成札幌ビル（エコビル・制震）外観

10_広報部会報告.qxd  10.5.14 5:42 PM  ページ 60



61創立15周年記念事業特集号

広報部会活動概要

第3回見学・講演会（大阪）
シティタワー大阪天満ザ・リバー＆パークス（制震）
センターコアのRC連層壁（立体駐車場）と周囲の

ラーメン構造をダンパーにて連結した制震構造を
採用した地上45階建ての超高層RC住宅。
大阪市中央公会堂（レンガ造免震レトロフィット）
国指定重要文化財の免震レトロフィット建物。
京都大学大学院　竹脇 出 教授
「免震建物での地震観測と限界アスペクト比」

第4回見学・講演会（東京）
三菱一号館（明治時代建物復元）
英国人建築家ジョサイア・コンドルにより設計

され、明治27年に竣工し、昭和43年に解体された
一号館を約230万個のレンガを積み上げ忠実に復元
した地上3階建ての免震建物。
日本大学　安達 洋 教授
「甦る、名建築　－三菱一号館－」

各見学・講演会にはキャンセル待ちの出る申し
込みがあり、参加者の熱心な質疑もあって非常に
有意義な見学・講演会となりました。
また、記念事業の一環として行われた「市民イ

ベント」・「子ども絵画コンクール」・「国際ア
イデアコンペ」・「免震構造・制震構造に関わる
優秀修士論文賞・研究助成」・「国際シンポジウ
ム」では、会誌に事前に事業内容を掲載し、事後
に速やかに実施状況を掲載して記念事業の進展に
合わせて広報活動に努めてまいりました。特に
「子ども絵画コンクール」では、子ども達の生き生
きとした表現をカラーページで飾り楽しい雰囲気
を出すことができ好評でした。
このように予定通り本特集号の発行まで到達で

きましたのは、見学・講演会の関係者や執筆され
た方々をはじめ事務局、委員各位のご協力のお陰
です。ここに深謝して記念事業委員会広報部会の
活動紹介とさせて頂きます。

写真4 シティタワー大阪天満ザ・リバー＆パークス（制震）外観

写真5 大阪市中央公会堂（レンガ造免震レトロフィット）外観

写真6 三菱一号館（明治時代建物復元）外観
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第1回見学講演会報告

1 はじめに
平成20年5月14日、日本免震構造協会15周年記念

事業の一環として、当協会と（社）日本建築構造技術

者協会九州支部共催によるアイランドタワースカイ

クラブ（仮称:ICタワー）の見学会、および福岡大学工

学部 山峯夫教授の講演会が開催されました。

当日は、本協会委員4名を含め総計52名が参加さ

れました。福岡在住の会員の方等に加え、東京方

面からも20名程度の参加がありました。

2 建築計画概要
本建物は、福岡市近辺では建物高さが最大級とな

る高さ約145m、42階の3棟からなる超高層住宅で、3

棟は中間階の3箇所でスカイガーデンにより連結さ

れています（写真1）。

一体化された基礎下での免震構造とし、また風

の影響が大きいためスカイガーデンおよび建物頂

部に制振装置を用いて耐震安全性と居住性を高め

ています。

設計は竹中工務店・司建築設計事務所JV、施工

は竹中工務店・松本組JVで行われ、工期はH18年6

月からH20年8月までの27ヶ月です。

3 構造概要
3棟の各住棟は1辺約21mの正方形の平面形状で、

アスペクト比は7程度と非常にスレンダーですが、3

棟を対象配置し連結することによって、構造的に安

定させています。免震層には天然ゴム系積層ゴム支

承、低摩擦弾性滑り支承、U型ダンパー、オイルダ

ンパーが併用して設置されており、さまざまな揺れ

に対応しています。また上部構造のスカイガーデン

トラスの下弦材には、ブロードバンドダンパー（極

低降伏点鋼ダンパーと粘弾性体ダンパーを直列配置し

たもの）とオイルダンパーの2種類、建物頂部2層には

亜鉛アルミダンパーを設置しています（図1）。

アイランドタワースカイクラブ（仮称:ICタワー）

竹中工務店
浜辺千佐子

写真1 外観写真

 

図1 構造パース
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4 見学会の様子
見学会では、はじめに建築主である新栄住宅㈱

殿のご協力のもと、アイランドタワースカイクラ

ブの販売センターにて、建物の特徴と概要の紹介

ビデオや装置模型、概要説明パネル、免震体験台

などを見学しました。続いて作業所会議室にて工

事概要を竹中工務店作業所立山氏、構造設計概要

を竹中工務店九州支店設計部西村氏より説明を受

けた後、免震層および建物26階のスカイガーデン

上部やスカイガーデントラス内部の見学をしまし

た。見学後の質疑では建物の風応答に関する質問

等がありました（写真2～6）。

写真2 工事概要の説明風景

写真3 スカイガーデントラス上部

写真4 スカイガーデントラス内部見学風景

写真5 スカイガーデントラス内のブロードバンドダンパー設置

状況

写真6 免震層内の装置設置状況
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5 講演会の様子
見学会終了後、福岡ガーデンパレスにて福岡大

学工学部 山 峯夫教授より「免震力と想像力」と

題するご講演がありました。免震装置の開発の歴

史や、免震応答簡易予測手法、長周期地震時の免

震建物応答性状に関する実験をふまえた見解、福

岡市の強震予測など多岐にわたる内容をご講義い

ただきました。さらに「免震力」として、不確定

な入力地震動に対する設計力、免震建物の限界状

態と余裕度の把握、免震部材の性能の把握と組み

合わせが重要であること、また「想像力」では免

震建物の地震時挙動イメージ、免震技術の適用イ

メージなどを膨らますことにより「創造力」に発

展させていくことの大切さをご教授くださいまし

た（写真9～10）。

6 おわりに
この見学、講習会は、特徴的な免震建物の見学

と 山先生の貴重なご講義をいただき、免震をよ

り深く理解する有意義な見学、講習会であったと

思います。

最後になりますが、見学会にご尽力いただいた

関係者の皆様に厚く御礼を申し上げます。

写真7 見学会の様子（1） 写真8 見学会の様子（2）

写真9 講演会風景

写真10 講演会風景
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1 はじめに
平成20年11月21日（金）、日本免震構造協会創立

15周年記念事業の一環である見学・講演会の第2回

目が北海道札幌市で開催されました。平成20年5月

に第1回目が行われた九州福岡市に対して、気候が

大きく異なる地域の建物を見学する機会となりま

した。今回見学させていただいた建物は、「札幌開

発総合庁舎」と「大成札幌ビル」です。この2つの

建物の見学後には、北海道大学の菊地優教授によ

る特別講演会も開催されました。小雪の舞う天候

ではありましたが、総計43名（本協会委員3名を含

む）という大勢の方々がこの見学会に参加しました。

2 札幌開発総合庁舎
本建物は、昭和38～40年に建設された既存庁舎

を居ながら免震改修する建物で、平成21年3月まで

工事が進められました。

免震化工事は、既存の地下1階を免震層として、

免震装置を柱頭に設置する「柱頭免震」で、免震

部材としては、天然ゴム積層ゴムアイソレータ8台、

鉛プラグ入り積層ゴムアイソレータ40台、合計48

台が使用されていました。柱切断時の柱軸力の受

け替えには、既存柱頭部新設梁補強躯体をPC鋼棒

で圧着し、柱圧着面との摩擦力により新設梁補強

躯体に伝達される柱軸力を仮支柱・油圧ジャッキ

で支持して軸力を受け替える工法を採用されてい

ました。見学会当日は、既に免震部材の設置は完

了していましたが、免震層を一回りし、設置状況

を見学しました。

札幌開発総合庁舎、大成札幌ビル

免震エンジニアリング
岩下敬三

写真1 札幌開発総合庁舎

写真2 免震層

表1 札幌開発総合庁舎　工事概要
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3 大成札幌ビル
本建物は、「スーパーエコビル（Super Ecological

Building）」として環境に配慮した設備計画が特徴

的なコンセプトビルです。設備だけでなく構造計

画もユニークであり、免震構造ではありませんが、

知的制振システムTASMO（TAisei Smart suppression

system with MOnitor）と称する制振構造が採用されて

いました。

写真6 オイルダンパー

写真7 境界梁

写真5 大成札幌ビル

図1 TASMOの構造概念図＊1

表2 大成札幌ビル概要

写真3 説明会の様子

写真4 免震層の模型

12_見学講演会2.qxd  10.5.14 5:43 PM  ページ 66



67創立15周年記念事業特集号

第2回見学講演会報告

剛性の高い壁柱の足元に設置されたオイルダン

パーと、壁柱をつなぐ境界梁を極低降伏点鋼で地

震のエネルギーを吸収する構造になっていました。

この壁柱を外周部に配置させることによって、ス

パン約19mの内部を柱のない空間を作り出していま

した。吹き抜けのオフィスフロアを通りながら、

太陽光採光ミラーなどの環境設備や鋼材ダンパー、

オイルダンパーを見学させていただきました。参

加者たちはこのビルへの関心は高く、質疑応答の

時間には、多くの質問が寄せられました。

4 特別講演会
見学会に引き続き、大成札幌ビル会議室におい

て、地元北海道大学の菊地 優教授による講演会が

開催されました。「免震構造の最新技術開発トレン

ド」と題された講演では、菊地先生の日頃の研究

内容や成果を通して、現在免震構造が直面してい

る課題や設計・解析の新しいアプローチを紹介し

ていただきました。特に、積層ゴムの力学モデル、

免震構造の非線形応答については非常に興味深い

内容でした。先生が提案されている積層ゴムの並

列多軸ばねモデルについては、本誌No.62の特別寄

稿（p.26～29）として掲載されているので参照される

ことをお勧めします。

5 おわりに
第二回目の記念見学・講演会は、見学会が2箇所

となり、時間短縮のため移動はタクシーを使用し、

さらに講演会もあり、盛りたくさんであった。見

学会では、免震レトロフィット工事の現場の他、

免震構造ではありませんがユニークな制振建物を

一度に見学することができ、大変有益であったと

思いました。また、菊地先生には貴重なご講演を

いただき大変勉強になりました。ここに深く感謝

の意を表します。

最後に、北海道開発局様、（株）久米設計様、伊

藤組土建（株）様、大成建設（株）様、ならびに今回

の見学・講演会にご協力、ご尽力いただきました

すべての関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

*1 大成建設（株）ホームページより

写真8 壁柱脚部

写真9 エントランスEVホール

写真10 大成札幌ビル見学の様子

写真11 菊地先生による特別講演

写真12 特別講演状況
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1 はじめに
平成21年6月5日に、「創立15周年記念事業第3回

見学講演会」として、「シティタワー大阪天満ザ・

リバー＆パーク」と「大阪市中央公会堂」の見学

及び京都大学大学院 竹脇 出 教授による講演会が行

われました。募集に対し、予想以上の申し込みが

あり、早々に定員に達する盛況で、39名（関西圏

33名、関東圏9名）が参加されました。

はじめに、シティタワー大阪天満ザ・リバー＆

パークの見学を行った後、貸切バスで移動し、大

阪市中央公会堂の見学を行った後に、中央公会堂

の展示室で竹脇教授による講演会が行われました。

2 シティタワー大阪天満見学会概要
建物規模：RC造（DFS制振システム）、一部S造

地下1階　地上45階　塔屋1階

延床面積：72,280.12ｍ2

最高高さ：0,148.775ｍ

用　　途：集合住宅（650戸）

工　　期：2007年10月～2010年2月

設　　計：株式会社大林組本店一級建築士事務所

施　　工：株式会社大林組

はじめに、大林組設計部の西村氏と、現場の廣

浦氏より、建物の概要の説明を受けました。この

建物は、デュアルフレームシステム（DFS）という構

造システムを採用した超高層集合住宅です。これ

は、一つの建物の中に独立した二つの構造体（心棒、

超高層住宅棟）を制震ダンパーで連結するもので、

硬い心棒と超高層の柔らかい住宅棟をダンパーで

つなぐことで、お互いの揺れを更に小さくするこ

とが出来るそうです。心棒は建物の中央にある、

立体駐車場で、厚さ700～350mmの連層耐震壁で囲

まれています。外周の超高層集合住宅は、RC造の

柱・梁からなるラーメン構造で、床スラブにPCa合

成床版を採用しており、住戸部分内に柱や梁がな

く自由な平面プランニングが可能となっています。

心棒である立体駐車場と超高層住宅との間には

650mmのクリアランスがあり、そこにオイルダン

パー（8台/フロア）が合計80台設けられています。こ

のオイルダンパーで地震エネルギーの70%を吸収し

ており、建物の変形や地震力を大きく低減するこ

とが出来たそうです。これにより、住宅部分の柱、

梁を少なくし、断面も小さくすることが可能にな

ったそうです。

見学は、人数が多いため2班に分かれて行い、45

階の躯体施工階の状況や、仕上げ前の躯体の状況、

仕上げが終了した部屋を見せていただきました。

また、立体駐車場と住宅部分のクリアランス部の

ダンパー取付状況も見せていただきました。

シティタワー大阪天満ザ・リバー＆パークス、
大阪市中央公会堂

清水建設
北村　佳久

写真1 建物外観
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なった岡田信一郎氏の原案に辰野金吾氏と片岡安

氏が手を加えて設計され、大正2年（1913）建設工事

が着手されたそうです。構造は基礎の上に鉄骨架

構を先組し、そのまわりに煉瓦を積み上げる補強

式鉄骨煉瓦造です。現在の基準で必要とされる耐

震性能がないため、免震改修することになり、平

成14年に改修工事が終了し再生されました。既存

の基礎は松杭で、支持層が傾斜していたことから、

不同沈下により建物は約20cm傾いていたそうです。

免震改修にあたっては、既存の基礎梁を両側から

RC造の梁で挟み、PC鋼棒で一体化し、その下に鋼

管杭を圧入し、建物を支持させて、基礎下を掘削

し、新たに礎盤を打設し、鉛プラグ入り積層ゴム

や高減衰積層ゴムによる支承を設置し、ジャッキ

で荷重を移し替えた後に、杭を切断したそうです。

その際に、建物の傾きも修正されています。

上部構造は設計用地震動の1.5倍の地震でも一部

のレンガ壁にひび割れが入る程度をクライテリア

とされており、一部に鉄筋コンクリート造による

補強がされています。レンガ壁の補強にあたって

は、切り出した試験体による試験と、現位置での

加力試験を行い、材料定数の確認などを行ったそ

うです。

3 大阪市中央公会堂見学会概要
建物規模：補強式鉄骨煉瓦造及びRC造

地下1階　地上3階　

延床面積：8,425ｍ2

最高高さ：26.63ｍ

設　　計：大阪市都市整備局公共建築部

坂倉・平田・青山・新日設設計JV

施　　工：清水・西松・大鉄JV

はじめに平田建築構造研究所の西村氏により概

要の説明を受けました。この建物は、レトロフィ

ット免震改修された国指定重要文化財の建物で、

明治45年（1912）の建築設計競技により最優秀案と

写真2 躯体施工状況

写真3 住戸内施工状況

写真4 オイルダンパー取付部

写真5 建物外観

写真6 レンガ壁の原位置加力試験箇所
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見学会では、はじめに西村氏の案内で免震ピッ

トを見せていただきました。ピットでは免震部材

の他、補強された既存梁や、鋼管杭が設けられて

いたサポートジャッキなども見ることが出来まし

た。ピット内には積層ゴムのカット模型や鋼棒ダ

ンパーの模型なども置かれており、免震システム

の説明をしていただきました。

続いて、3階の特別室に移動し、坂倉建築研究所

の宍道氏から、創建当時のように蘇った天井画や

ステンドグラスを見せていただき大正ロマンの雰

囲気を感じることができました。

4 竹脇教授講演会
見学会終了後に、引き続き中央公会堂で竹脇教

授に「免震建物での地震観測と限界アスペクト比

について」という内容で講演していただきました。

地震観測については、京都大学のVBL（ベンチャ

ー・ビジネス・ラバトリー）、時計台、大学病院の

3つの建物について説明がありました。免震効果に

関しては、効果のある地震と効果のあまりない地

震があり、同じ近距地震でも効く地震と効かない

地震があったりで、どのタイプの地震が効きやす

いということは特定するのは難しいとのことでし

た。限界アスペクト比に関しては、基礎梁剛性と

積層ゴムの鉛直剛性を考慮した簡易モデルにより

限界アスペクト比を評価する手法を提案されてお

り、基礎梁剛性を上げるほど限界アスペクト比が

大きく出来る、ということでした。

5 おわりに
新型インフルエンザの流行により開催が危ぶま

れましたが、インフルエンザ騒動もやや沈静化し、

無事開催することが出来ました。最新の技術・研

究成果などをお聞きすることができ、非常に有意

義な見学会となりました。このような機会を与え

て下さった皆様に感謝の意を表します。

写真7 免震ピットの見学

写真8 PC鋼棒による補強部

写真9 特別室

写真10 蘇ったステンドグラス
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1 はじめに
平成21年11月27日、日本免震構造協会15周年記

念事業の一環として、当協会と（社）日本建築構造技

術者協会による三菱一号館の見学会、および日本

大学理工学部 安達 洋教授の講演会が開催されまし

た。

現在の三菱一号館は、明治に建築された旧三菱

一号館を免震構造にして美術館として復元したも

のです。復元した建物全景を写真1に示します。安

達先生は、復元に伴う外壁の耐力試験を行われ、そ

の試験結果を基に「甦る、名建築、―三菱一号館 ―」

というテーマで講演されました。当日は、本協会委

員4名を含め総計50名が参加されました。東京以外

にも愛知県、奈良県など8名の参加がありました。

写真2に説明会場の様子を示します。

2 建築計画概要
旧三菱一号館は、英国人建築家ジョサイア・コ

ンドルによって設計され、1894年（明治27年）に竣

工しています。

復元工事は、2007年2月～2009年4月の2年2ヶ月

間をかけて行われました。建物の建築概要は、以

下の通りです。免震層は、図1に建物断面図を示す

ように三菱一号館の基礎下にありますが、高層タ

ワー棟のB1階に乗せた中間層免震構造になってい

ます。

（建物概要）

所 在 地：東京都千代田区丸の内二丁目6番3号

建 築 年：2009年（2007.2着工～2009.4竣工）

規　　模：地下1階、地上3階

延床面積：約6,000m2

構　　造：免震構造とした煉瓦組積造

基　　礎：直接基礎（高層タワー棟、GL-30m）

設計監理：株式会社　三菱地所設計

施　　工：株式会社　竹中工務店

なお、本建物のより詳しい建築概要は、同誌

MENSHIN NO.63 2009.2 免震建築紹介に掲載され

ています。

三菱一号館

CERA建築構造設計
世良　信次

写真1 復元された建物全景

写真2 説明会場（三菱ビル内サクセス）の様子
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3 建物の説明の様子
見学会のはじめに、記念事業委員会広報部長の

加藤氏の挨拶があり、引続き建物の計画と設計監

理に関する説明が、担当された三菱地所設計の山

極様、小川様、鈴木様からありました。写真3にそ

の様子を示します。

計画の説明では、旧三菱一号館の歴史や背後に

ある高層棟とのデザインの調和について、また街

区の都市計画上の意義や最も重要視された「忠実

に復元する」ために当時の写真や図面を基にレン

ガ割りと積み方に配慮されたこと、彫刻や装飾品

を型枠から作成したこと、レンガ230万個を中国で

型枠を用いて造られたことなどの話を伺いました。

構造説明では、免震建物としてのクライテリア

や美術館として免震性能が必要とされたこと、ま

た設計者のノウハウとして当時レンガ造の補強用

に帯鉄という薄い鉄板が挟んで施工されていたこ

と、外壁の面外強度を確認するためにモックアッ

プを作成し強度試験を行なったことなどの話を伺

いました。

この帯鉄の効果は、今回の耐力試験で確認が行

われ、復元においても忠実に再現されたようです。

4．見学会の様子
写真4に中庭での現地見学の様子を示します。中

庭は本建物と高層棟の間に設けられた憩いの広場

になっています。当日も多くの方が休憩をとられ

ておりました。写真には、美術館の出入り口が増

設されていますが、金属サッシュなどを使用し復

元部分と異なることを明らかにしています。ここ

では、外壁の目地割りや窓廻りの枠の装飾、屋根

の煙突と装飾物、ガラスのリサイクル、外壁の色

むら管理などについて配慮された点を聞かせて頂

きました。

次に、高層棟のB1階から免震層に移動しました。

写真5、6には、高層棟B1階の柱頭に免震装置を設

置した状況を示しています。免震装置としては鉛

プラグ入り積層ゴムと天然ゴム系積層ゴム、オイ

ルダンパーが使用されています。ここでは、旧建

物を忠実に復元する方針から建物位置も従来の位

置となり、免震層の水平クリアランスを確保する

ために免震装置の形状や各所のディテールに工夫

がなされたことなどの話を伺いました。

図1 建物断面図

（出典：MENSHIN NO.63 2009.2（社）日本免震構造協会）

写真3 三菱地所設計の山極氏による説明の様子

写真4 中庭での建物説明の様子
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第4回見学講演会報告

建物の中に移動し、竣工を記念した「一丁倫敦

と丸の内スタイル」展を見学しました。旧三菱一

号館の設計資料や模型、当時の事務業務を再現し

た空間などが展示されていました。

5．講演会の様子
見学後、説明会場に戻り、日本大学 安達 洋先生

によるこの一号館のレンガ積み外壁と柱の性能試

験に関する講演を伺いました。試験においては、

レンガ単体の物性調査、強度試験、目地モルタル

と組み合わせた性能試験、帯鉄の効果の確認試験

など多くの基本的な試験を行っており、その報告

と併せて柱、外壁のモックアップの試験結果の報

告を伺いました。

特に、帯鉄の影響をみる試験状況の報告では、ま

さに鉄筋コンクリート構造の原理がうかがえるもの

で、構造設計者であるものとして設計者J・コンド

ルの安全に対する思慮が伝わってくるものです。

なお、日本大学の船橋キャンパスには、この試

験体が記念に展示されています。

そのほか、J.コンドルの作品であるニコライ堂、

鹿鳴館など明治建築の歴史についての話や、明治

の建築家 河合 浩蔵の免震の起源となる話、横河 民

輔が筆執りした「地震」の話などを伺うことがで

きました。

6 おわりに
本建物は、建築の歴史においても有意義な建築

物です。その復元技術に免震技術が導入されたこ

とは、J・コンドルが帯鉄を入れた思いに三菱地所

設計の設計者が現代の技術で応えたように感じら

れました。

また、安達先生の講演から構造設計者は過去の

技術にも目を向けなければ、より良い新しい技術

は生まれないことを改めて痛感しました。

誠に、有意義な見学講演会でありました。企画

されました関係者の方々と共に、説明をして頂き

ました三菱地所設計の山極様、小川様、鈴木様に、

また講演で貴重なお話を戴きました日本大学の安

達洋先生に改めて感謝申し上げます。

（配布資料）

1. 「日本工業倶楽部会館の免震レトロ」JSSI会誌MENSHIN 33号

2. 「GREAT SURVIVOR（偉大なる生き残り）」JSSI会誌MENSHIN 

41号

3. 「温故知新」（社）日本建築構造技術者協会structure No.110

写真5 免震層の見学の様子（1）

写真6 免震層の見学の様子（2）

写真7 日本大学　安達洋先生による講演の様子
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日本免震構造協会創立15周年記念事業を実施して

日本免震構造協会の創立15周年記念事業として、

15周年を迎える2008年度および翌年度の2年間にわ

たり「免震構造の健全な普及に寄与する」記念事

業が計画・実施された。2007年度に発足した記念

事業委員会（川口健一委員長）のもと、以下の6部会

が組織され精力的に活動が行われた。

・総務会計部会（可児長英委員長）

・記念調査研究部会（古橋剛委員長）

・市民イベント実施部会（三山剛史委員長）

・国際シンポジウム部会（斉藤大樹委員長）

・広報部会（加藤晋平委員長）

・コンペ部会（立道郁生委員長）

なお、記念事業の一環として免震構造の普及に貢

献したことの顕彰として普及賞をもうけることに

なり、普及賞審査部会（川口健一委員長）が設置さ

れた。

主な記念イベントとして、以下が実施された。

・市民イベント「来て！見て！乗って！免震」

－2008.8.28～30：日本科学未来館、来場5,000名

・子ども絵画コンクール

－2008.11.28：応募締切、表彰8／提出69作品

・国際アイデアコンペ

－2008.11.28：応募登録、2009.2.28：提出締切

表彰7／提出32作品

・見学講演会

－2008.5.14：アイランドタワースカイクラブ（福岡）

－2008.11.21：札幌開発総合庁舎他（札幌）

－2009.6.5：大阪市中央公会堂他（大阪）

－2009.11.27：三菱一号館（東京）

延べ参加人数200名

・持続的社会のための地震応答制御建築物に関す

る国際シンポジウム

－2009.9.16～18：東京大学生産技術研究所コン

ベンションホール

テクニカルセッション135名、

オープンセミナー150名参加

市民参加型のイベントや見学会では子どもを含

む市民、学生、実務担当者など幅広い層からの参

加を集め、参加者の免震・制振に対する高い関心

を示した。また、コンペ応募では子どもや一般の

ユニークなアイデア、学生・実務担当者・研究者

の完成度の高い作品や研究内容などが審査員を大

いに唸らせた。いずれも記念事業に相応しい充実

した内容のものとなった。また、創立15周年を機

に継続事業として以下が設立された。

・優秀修士論文賞

－2009.2.28：応募締切、表彰4／応募16編

・免震構造・制振構造に関わる研究助成

－2009.5.22：応募締切、採択2／応募6件

・普及賞：2010年度より表彰委員会に引き継ぎ

以下に事業の準備・実施スケジュールを振り返る。

・2007年度

－6月、9月、12月、3月　記念事業委員会

・2008年度

－7月、11月、1月　記念事業委員会

－5月 見学講演会（第1回：福岡）

－8月 市民イベント（日本科学未来館）

－11月 見学講演会（第2回：札幌）、

国際アイデアコンペ、

子ども絵画コンクール応募締切

－2月 国際アイデアコンペ提出、

優秀修士論文賞応募締切

日本免震構造協会創立15周年記念事業を実施して

記念事業委員会　幹事
大成建設
日比野浩
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日本免震構造協会創立15周年記念事業を実施して

・2009年度

－4月、6月、9月、1月　記念事業委員会

－5月 研究助成応募締切

－6月 国際アイデアコンペ、優秀修士論文賞

表彰、見学講演会（第3回：大阪）

－9月 国際シンポジウム（東大生研コンベンシ

ョンホール）

－11月 見学講演会（第4回：東京）

最後になりましたが、ここに会員各位のご支援

と、事業の準備と実施にご尽力いただいた記念事

業委員会関係各位に深く感謝いたします。

記念事業委員会メンバーリスト

記念事業委員会
委員長 川口　健一 東京大学

副委員長 田村　和夫 清水建設

幹事 日比野　浩 大成建設

委員 石倉　　敦 清水建設

委員 加藤　晋平 東京高速道路

委員 斉藤　大樹 建築研究所

委員 須賀川　勝

委員 立道　郁生 明星大学

委員 古橋　　剛 日本大学

委員 三山　剛史 帝塚山大学

委員 山田　　哲 東京工業大学

委員 山口　昭一 東京建築研究所

事務局 西川　孝夫

事務局 可児　長英

1 調査研究部会

委員長 古橋　　剛 日本大学

幹事 可児　長英 日本免震構造協会

委員 北村　春幸 東京理科大学

委員 山　峯夫 福岡大学

委員 竹中　康雄 鹿島建設

委員 田村　和夫 清水建設

委員 山田　　哲 東京工業大学

2 市民イベント実施部会

委員長 三山　剛史 帝塚山大学

幹事 石倉　　敦 清水建設

委員 鈴木　幹夫 NTTファシリティ－ズ

事務局 増田　陽子

3 国際シンポジウム部会

委員長 斉藤　大樹 建築研究所

幹事 東野　雅彦 竹中工務店

委員 川村　　浩 三菱地所設計

委員 猿田　正明 清水建設

委員 馮　　徳民 フジタ

4 広報部会

委員長 加藤　晋平 東京高速道路

幹事 須賀川　勝

委員 小山　　実 大成建設

委員 世良　信次 CERA建築構造設計

委員 浜辺千佐子 竹中工務店

事務局 増田　陽子

5 コンペ部会

委員長 立道　郁生 明星大学

幹事 藤波　健剛 前田建設工業

委員 上野　　薫 小堀鐸二研究所

委員 金子　美香 清水建設

委員 須賀川　勝

委員 左　　知子 左知子建築設計室

事務局 佐賀　優子

事務局 入江　麻子

6 普及賞審査部会

委員長　 川口　健一 東京大学

委員 加藤　晋平 東京高速道路

委員 小山　　実 大成建設

委員 立道　郁生 明星大学

委員 浜辺千佐子 竹中工務店

委員 古橋　　剛 日本大学

委員 前林　和彦 清水建設

委員 三山　剛史 帝塚山大学

事務局　 可児　長英　

事務局 小林　哲之　

事務局 入江　麻子　

7 総務会計部会

委員長 可児　長英 日本免震構造協会

事務局 入江　麻子　
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社会環境部会では、新たな企画として「免震構造を採用する先端企業の訪問」をスタートさせました。

2007年12月までの免震建物の件数は2182件、このうち、用途が最も多いのは集合住宅で45％となっています。

最初の訪問先として、全ての分譲マンションを免震構造または高耐震構造とする方針を打ち出し展開を進め

ていますナイス株式会社にお伺いしました。

お話をお聞きしましたのは、ナイス株式会社 常務取締役 福島 英次様、商品企画部の今泉 隆之課長様（教

育普及部会委員）、および、社会環境部会委員でもある川島 猛課長様です。訪問者は社会環境部会の委員長

の久野（大成建設）と東委員（清水建設）です。

ナイス株式会社は昭和25年に関東ではじめて横浜にある国鉄鶴見駅構内で材木市場を開設した会社で、昭

和48年に東京証券取引所1部に上場されました。現在は国内最大手の木材市場経営の他、住宅資材の卸売り事

業と不動産事業からなっています。グループ全体の売り上げ約2,400億円、社員数約1,800名です。住宅資材の

関連事業として、昭和46年にマンション事業を開始し、翌年には一戸建住宅分譲事業もスタートしました。

なお、不動産事業は、全体の約25％とのことです。現在までに、マンションは東京都・神奈川県を中心とす

る首都圏、仙台市、宇都宮市などで約750棟、36,000戸供給しています。

HPの「経営者からのメッセージ」には「・・地震に強い安全・安心な住まいづくりの実現に向け・・」、

「ナイスの住まいについて」には「・・命を守る住まいづくり、地震に強いマンションづくりについて考え続

け・・」と掲載されています。

免震構造を採用する先端企業の訪問　第 1 回

ナイス株式会社 ―免震マンションへの熱き思いを―
社会環境部会　委員長

大成建設　久野 雅祥

委員会報告

インタビュー風景
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免震建物を採用された背景、経緯をお聞かせ下さい。

1995年の阪神・淡路大震災後に、当社では役員をはじめ、建築士など関係者が、被災地の集合住宅の被害

状況を視察しました。そのエリアでの供給はないものの、もし当社の供給エリアで大震災が起きた場合、当

社のマンションは大丈夫なのかと危惧していました。新しいマンションは比較的被害が少なかったのですが、

それまでは「構造はもてばよい」という経済設計の考え方が業界では一般的でしたが、それに対して疑問を

感じ「命を守る住まいをご提供したい」という思いを強く持つようになり、免震構造の採用を検討して、同

年秋に世田谷砧で第一号の免震マンションを着工しました。その後は物件の条件によって免震構造の採用を

決めていました。

当社では全国に1150万戸あると言われている耐震性に不安のある住宅の建て替えを推進することを目的と

して、住宅資材事業の取引先様である木材・建材販売店様および工務店様のご協力をいただき、2001年より

「住まいの構造改革」キャンペーンをスタートさせました。そしてマンションの耐震についても、積極的に取

り組むべきと考え、2004年10月にナイスが分譲するマンションは、全て免震構造または耐震強度を1.25倍に

高める強耐震構造にする方針を立てました。

免震建物の採用と事業性についてはどのようにお考えですか。

免震マンションは耐震構造のマンションより性能が高いので、その良さを評価して頂き、価格設定にも反

映できればよいのですが、現在はなかなか難しいのが実状です。当社の方針を継続するために、土地購入の

際は初めから免震又は強耐震で企画して事業性を検討するようにしています。さらに、免震マンションの安

心感をお客様へお伝えするには、実際に体感していただくのが一番と考え、2007年12月に免震機能付地震体

験車を購入し、様々なイベントで活動しています。

日本では、全体から見るとまだ免震マンションの数も少なく、中古市場で相場を形成するまでには至って

いませんが、アメリカのように建物の質や管理の良さを不動産の価値として評価するようになってくれれば、

地震被害のリスクや補修の有利な点が資産価値に反映され、今以上に免震マンションが評価され高く取引さ

れるようになると思います。

今までに免震建物を採用した実績はどれくらいありますか？

1995年に世田谷区砧において第一号を着工して以来、2006年ころから増加しており、今期末（21年度）まで

に引き渡し済みのマンション37棟（3,559戸）、工事中、計画中も含めると52棟（5,986戸）になります。現在で

は、横浜市鶴見区において、総戸数1,424戸という首都圏最大規模の免震マンションを販売しています。

免震マンション総棟数の推移 免震マンション総戸数の推移

17_01_委員会報告.qxd  10.5.14 5:45 PM  ページ 79



80 MENSHIN NO.68 2010.5

お客様の反応はいかがですか。

マンションのご購入を検討されているお客様に対し、大規模マンションの良さを知っていただくために、

すでにご入居されているお客様の生の声を聞いていただこうと、昨年、当社が分譲したマンションにご入居

されているお客様を対象に、作文・絵画コンクールを実施しました。

応募された作品のなかには、免震構造に対する感想も多数あり、「小さいころに宮城県沖地震を体験したの

で、マンション購入の第一条件が免震構造だった」「地震の揺れを体感して、免震マンションを購入してよか

った。」など、購入にあたっての免震マンションへの期待、および購入後の実際の地震体験に基づく「免震マ

ンションでよかった」との声が寄せられました。

2008年岩手・宮城内陸地震で地震を受けた際の仙台の居住者の反応はいかがでしたか。

2008年岩手・宮城内陸地震の際には、震度5弱～5強であった仙台市内において、当社が分譲した免震マン

ション8棟573戸に緊急アンケート調査を行い、ご入居者様の声をまとめました。（詳細は会誌「MENSHIN」

No.62 2008.11にて紹介されています。）

その結果、免震構造マンションは全く無被害と言ってもよい状況で、室内の家具・什器の被害も殆んどあ

りませんでした。地震の際のマンション内の揺れの感じ方としては、「大きく揺れたが不安にならなかった」

が回答者の約半数の46.8％であり、免震マンションの免震効果に94％が満足、89.3％が免震マンションを安心

と感じた回答を頂いています。

お客さまの声2009

アンケートの回答

満足感 安心感
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防災などの社会貢献の取組みについてお聞かせ下さい。

住まいの耐震化に向けて「住まいの耐震博覧会」を仙台、東京、名古屋、大阪、福岡といった全国の主要

都市において毎年開催しています。これまでに延べ50万人の方にご来場いただいているほか、さまざまなメ

ディアで報道されるなど、地震に強い家作りの啓蒙活動として大変注目していただいているイベントです。

また、地域の小学校で「キッズ防災スクール」を開催し、防災の知識や、起震車による地震体験なども含

めて、防災のすそ野を広げる活動をしています。免震のアイソレータには絵でわかりやすく表現し、「ごむて

つくん」の愛称をつけました。

防災とは話が変わりますが、お客様により安心して当社のマンションをご購入いただくため、品質管理に

も力を入れて取組んでいます。

例えば、建設中の工事や検査の様子をインターネットを通じて24時間ライブ映像でお客様に公開する、業

界初の「ナイス・ビュー・システム」や、法で定められた一部のフロアだけでなく、全フロアにおいて第三

者機関による配筋・躯体検査を実施しています。また、通常のマンションの竣工時検査の他に、お客様の目

線での検査として、設計職ではない女性社員がきめこまやかにチェックを行う「なでしこ検査」も実施して

います。

東京ビックサイト 免震マンションブース（実物のアイソレーター）

キッズ防災スクール風景

（後方：免震機能付き地震体験車）

ごむてつくん

（小学校の防災イベント向けキャラクター）

17_01_委員会報告.qxd  10.5.14 5:45 PM  ページ 81



82 MENSHIN NO.68 2010.5

免震構造協会、社会環境部会の活動への要望をお聞かせ下さい。

免震マンションを推進するにあたって、いかにお客さまに、その効果と安心さをご理解いただき、「免震マ

ンションはよいものであり、よいものは高くても購入したい」と思えるように、免震構造のよさと商品価値

に見合った評価がされるような活動を期待しています。

また、お客様がご利用する住宅ローンには、フラット35S（20年タイプ）のように、住宅性能評価耐震等級が

最高ランクの3になると、より有利な金利優遇が受けられる制度があります。このように免震マンションの普

及を促進するような金利優遇、税制優遇が得られる制度の整備などについても取り組んでいただきたいと思

います。

訪問を終えて

・「地震に強い安全・安心なマンションづくり」を掲げてマンションの高耐震化に取組み、免震マンション

は事業性からハンディキャップはあるものの、安全・安心な免震マンションを提供していきたいという熱

き思いを感じました。（久野）

・企業TOPの方が理解し、信念を持って推進していることがよく分かりました。良いものを提供するという

事業を基本にし、免震構造の社会における認知度を高めていくさまざまな努力をしており、免震構造の普

及にはこのような地道な活動が重要であると感じました。（東）

・免震構造の採用を方針にしている企業は、ナイス株式会社以外にも多くあると思います。それを長く継続

していくには、免震構造を標準仕様として事業を考えること、そして「住まいは命を守るものでなければ

ならない」という思いを強く持つことが大切なのだと思います。（川島）

検査基準 なでしこ検査
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講習会報告

1 はじめに
1月28日に 改訂「免震建物の建築・設備標準」解

説講習会が建築家会館大ホールで開催されました。

当日は雨の降る中、定員の70名が参加しました。

多くは東京、神奈川、千葉からの参加となりまし

たが、青森、愛知、奈良、大阪、兵庫から参加さ

れた方もいらっしゃいました。業種別では建設業

が約半数と多く、次いでメーカー、設計事務所の

順となりました（図1）。

本講習会は定員に達するのが早く、お断りした

方からの要望もあり3月10日に第2回の講習会を実

施致しました。

2 講習内容
日　時：2010年1月28日（木）14:00～17:00
会　場：建築家会館1階大ホール

（東京都渋谷区神宮前2-3-16）
参加費：共催団体会員2,000円　非会員2,500円
主　催：（社）日本免震構造協会

（社）日本建築家協会
（社）日本建築構造技術者協会

資　料：
①改定「免震建物の建築・設備標準」解説講習会、
（社）日本免震構造協会技術委員会、2010.1 
②免震建物の建築・設備標準、
（社）日本免震構造協会、2009.12 

スケジュール（時間、内容、講師の順　敬称略）：
14:00～14:05 主催者代表挨拶

可児　長英（JSSI）

14:05～15:20 第1章～第4章解説
第1章 総則
第2章 目標性能
第3章 免震部分の設計上の留意点
第4章 エキスパンション

森高　英夫
（㈱安井建築設計事務所、JSSI）

15:20～15:40 休憩

15:40～16:40 第5章～第8章解説
第5章 免震継手
第6章 その他設備の免震対応
第7章 エレベータの免震対応
第8章 免震部材の耐火被覆

齊木　健司
（㈱免制震ディバイス、JSSI）

16:40～17:00 質疑

17:00 閉会

改訂「免震建物の建築・設備標準」解説講習会

昭和電線デバイステクノロジー
加藤直樹

図1 業種別参加者（全70名）

写真1 開会
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講習会報告

3 まとめ
今回の標準改訂では、以下7項の見直し、追加が

実施されています。

1）文書の見直し、分かりやすい表現に変更

2）準拠する基準等の修正

3）中間階免震建築物を対象とした記載

4）不適切事例回避の方策

5）免震エキスパンションのはさまれ防止および落

下防止等の対策

6）新章の追加（第6章および第8章）

7）商品技術資料更新・追加（巻末）

講習後の質疑では、

エキスパンションジョイントの可動量や耐用年

数、地震後の残留変形や避雷設備、オービター設

置の留意点に関する質疑応答がありました。

また、今後の検討内容として、

・免震部材の交換のポイント

・免震層内の換気の推奨

を追加して欲しいとの要望が上がりました。

免震部材が初めて免震建物に採用されて25年を

迎え、大臣認定材料になってから10年が経過しま

した。

免震構造の設計および解析方法や免震部材の性

能は日々向上しており、「免震」という言葉が珍し

いものではなく、一般にも認知されるようになり

ました。その一方で、設備配管や設備配線、エレ

ベータや建物周りの収まりについて苦慮している

設計者、施工者が多いことも事実です。

本標準改訂では、免震建物の設備に関する目標

性能が明確になり、免震層、建物周りおよび設備

に関する設計の留意点や安全上の配慮が示されま

した。また、近年増加している中間階免震建物を

対象としたエレベータの納まりや耐火被覆のポイ

ントが、長年に渡り蓄積されたディテールや最新

の技術として紹介されました。

本標準が多くの設計者、施工者の参考図書とな

り、より安全で高性能な免震建物が増えることが

望まれます。

写真2 講習風景

写真3 講習風景

写真4 質疑応答風景
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平成21年度 第2回 理事会議事録

日　時 平成22年2月19日（金曜日）午後3：00～5：00

場　所 建築家会館　3階大会議室

東京都渋谷区神宮前2-3-16

出席者 会　　長：西川孝夫

副 会 長：五十殿侑弘、深澤義和、池永雅良

専務理事：可児長英

理　　事：梅野　岳、小谷俊介、沢田研自

山峯夫、長橋純男、中山光男

西　敏夫、西谷　章、山口昭一

山崎眞司、和田　章

監　　事：小堀　徹、大八木邦彦

事 務 局：永井　潔、小林哲之、佐賀優子

欠席者 理　　事：笠井和彦、木村　功、鈴木重信

寺本隆幸、能森雅己、深尾康三

細澤　治、緑川光正、芳村　学

監　　事：曽田五月也

◇開　会
定刻に至り、事務局より開会が告げられ、引き続

いて西川会長が挨拶した。

◇定足数の報告
事務局より、本日の理事会は定足数（出席理事16

名、委任状提出5名／理事総数25名）を、満たしてい

るので理事会が成立する旨が告げられ、西川会長が

議長となり議事に入った。

◇議事録署名人選出
議事録署名人として、梅野　岳理事（第一種正会

員）・ 山峯夫理事（第二種正会員）が選出された。

◆第1号議案　新入会員と委員委嘱の承認について
……………………………資料⑨

事務局より、第2種正会員入会の 木紀男氏（関東
学院大学・教授）含む35名、賛助会員入会の㈱NTT
ファシリティーズ総合研究所と東電設計㈱の2社お
よび普及委員会委員・国際委員会委員・記念事業委
員会委員若干名の委嘱について説明があった後、審
議に入り異議なく承認された。

◆第2号議案　新役員候補者（案）および評議員候補
者（案）について …………資料⑩

事務局より、平成22年～平成23年度役員候補者
（案）および評議員候補者（案）についての提案がなさ

れ、異議なく承認された。なお、役員の選任方法お
よび評議員の有無については、新法人に向けて検討
していくこととなった。

◇報告事項

1） 職員採用／小林哲之氏の紹介
10月1日より小林哲之氏が採用され、挨拶が
あった。小林氏は、元三井住友建設で、当協
会運営委員会委員であった。役職は、事業推
進部長。

2）教育普及部会／委員長 早川邦夫氏（奥村組技
術研究所）逝去について
早川邦夫氏が、病気のため逝去された。長年
にわたり、委員長として活躍された。

3）国土交通省立入検査について
12月15日（火）、約2時間にわたり実施された。
検査は、協会の収支及び問題点などが中心と
なり、内部留保率が30％を越えている点につ
いて、指摘をうけた。30％以下にする対応策
としては、3年計画で実施中である旨を説明
した。

4）性能評価事業／建築基準法に基づく立入検査
2月2日に、性能評価室にて4時間にわたり検
査が行われた。実施状況・物件リスト・議事
録チェックなど。指摘事項としては、稟議書
の日付漏れと、性能評価員欠席者の名前は載
せない（委任状は可）ことがあげられた。

5）新公益法人移行の準備について

………………………………………資料①
昨年12月に、新法人準備委員会がスタートし
た。現在当協会は、一般社団法人への移行を
考えている。今後のスケジュールについては、
資料①に基づいて報告があり、平成23年度通
常総会にて新法人移行の承認を受けて、その
あと認可申請を提出する予定である。

6）1月収支報告 ………………………資料②
4月から1月までの10ヶ月の収支について、収
入合計9,568万円・支出合計8,765万円で、当
期の収支差額は、803万円。前期繰越収支差
額3,120万円で、次期繰越収支差額は3,923万
円となっている。収入は、会費収入と事業収
入が5：4の割合で、事業収入の内訳は、性能
評価事業と技術者認定事業が大きな割合を占

18_01_理事会.qxd  10.5.14 5:46 PM  ページ 85



86 MENSHIN NO.68 2010.5

めている。支出は、事業支出と管理支出が
8：2となっており、ほぼ予算通りの支出とな
っている。

7）平成21年度技術者認定試験について
……………………………………資料③

当協会が認定している認定資格のうち、免震
部建築施工管理技術者は、平成12年度に発足
し現在2,373名が登録している。もうひとつ
の免震建物点検技術者は、平成14年度より発
足し現在991名が登録している。資料の棒グ
ラフが示すように、登録者はどちらも増えて
いる。

8）創立15周年記念事業について……資料④
記念事業の実施概要が、資料④に基づき報告
された。会計報告としては、予算1,500万円
で支出は1,700万円で200万円超過した。

9）平成21年度基準整備補助金事業について
……………………………………資料⑤

①長周期地震動に関する検討　
日建設計が代表者で、2,800万円のうち当
協会分は250万円。
②地震力の入力と応答に関する基準の合理化
に関する検討
－表層地盤の加速度増幅率Gsに与える工学
基盤の傾斜の影響の整理－
小堀鐸二研究所が代表者で、2,500万円の
うち当協会は250万円。
③免震建築物の基準の整備に資する検討
清水建設が代表者で、1,500万円のうち当
協会は500万円。

10）各委員会活動報告について
……………………………………資料⑥
委員会活動報告が、資料⑥に基づいて報告さ
れた。

11）新年賀詞交歓会について
……………………………………資料⑦
1月28日に、明治記念館「若竹の間」にて開
催された。来賓からは、国土交通省 住宅局
建築指導課 建築防災対策室・杉藤 崇室長よ
り挨拶をいただいた。会員・来賓あわせて
101人が出席し盛会であった。

12）新書籍の刊行について
……………………………………資料⑧
刊行済み／3冊
「免震部材接合部・取付け躯体の設計指針」
「免震部材標準品リスト2009（CDROM付）」
「免震建物の建築・設備標準2009」

刊行予定／2冊
「時刻歴応答解析による免震建築物の設計
基準・同マニュアル及び設計例」（2月末）
「耐火ガイドブック」（4月末）

13）平成22年度総会・理事会および協会賞受賞
式開催日について
開催日時：平成22年 6月3日（木曜日）15:30～
場　　所：明治記念館　2階「鳳凰の間」

14）インドネシア国境なき技師団来訪
2月17日に、インドネシアより6名が来訪、建
物の耐震対策や免震情報について討議した。

15）ホームページアクセス数について
1日約1000件のアクセスがあり、一番多く見
られているのは免震建築の紹介「免震建築と
は？」のコーナーである。

16）積層ゴム支承の国際競争力について
日本の積層ゴム支承の品質は極めて高いが、
国際競争の点から見ると中国製やマレーシア
製に比較すると、価格の上で問題があると思
われる。国内仕様とは別に、海外仕様として
Aランクではない他のランクの製品は生産出
来ないのかと意見があったが、日本としては
難しく、むしろ技術指導などにより、他の国
のレベルを上げていく方になるのではないか
との意見もあり、今後の問題として考えるこ
とになった。

◇閉　会
以上ですべての議案の審議を終了したので、午後

5時に閉会した。

平成22年 2 月19日

議　　　　長　　西川孝夫

議事録署名人　　梅野 岳

議事録署名人　　 山峯夫
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日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）を受け、
性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ行っております。
ここに掲載した性能評価（評定）完了報告は、日本免震構造協会の各委員会において性能評価（評定）を完了し、申請

者より案件情報開示の承諾を得たものを掲載しております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容

建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方法や建築
材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これは、日本免震構
造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。

◇業務範囲

日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令第
59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60mを超える
超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇業務区域

日本全域とします。

◇性能評価委員会

日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分）原則として毎月第1水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇評価員

構造性能評価委員会 材料性能評価委員会
委員長 和田　章 （東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸 （東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海 （東京大学） 副委員長 山　峯夫 （福岡大学）

山崎　真司 （東京電機大学） 委員 曽田五月也 （早稲田大学）
委員 大川　出 （建築研究所） 西村　功 （東京都市大学）

島 和司 （神奈川大学） 山崎　真司 （東京電機大学）
瀬尾　和大 （東京工業大学）
曽田五月也 （早稲田大学）
田才　晃 （横浜国立大学）
中井　正一 （千葉大学）

◇詳細案内
詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL: http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告

材料評定

評定の概要件　名

マックスAZ Type-D 充填材の性能並びに免震立上り基
礎部コンクリート工事及び立上りコンクリートと
ベースプレート間の充填工事の施工法についての評定

マックス AZ Type-D 充填材
及びこれを用いた免震
立上り基礎の施工法

申込者

ファテック
09001
(H22.1.28)

JSSI-評定-
（完了年月日）
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　メディアWG URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表
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超高層免震建物一覧表
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委 員 会 の 動 き 免震建築物基準整備委員会と連

絡をとって、作業の効率化に務

めている。

施工部会
委員長　原田　直哉

免震構造施工標準2009の刊行

を終え活動休止中だが、委員の

交代もあり、新たに免震施工に

関する情報交換から始める予定

である。

免震部材部会
委員長 山 峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長 山　峯夫

アイソレータ小委員会では、

引き続き「免震部材と免震設計

入門（仮題）」の完成を目指すと

ともに、H22年度は長周期地震動

と強風に対するエネルギー吸収

性能の評価や性能評価試験方法

の検討なども行いたい。

●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

アイソレータ小委員会と連携

を取りながら進めることとなっ

た「免震部材部材と免震設計」

に関するダンパーの原稿作成及

びオイルダンパーの耐火性能に

ついて継続審議している。また、

「12 免震建築物の基準の整備に資

する検討」に関連して、履歴系

ダンパー（鋼材・鉛）及びオイル

ダンパーの3タイプに絞って、エ

ネルギー吸収性能評価法につい

て検討を行った。

●水平二方向加力時の免震部材

の特性と検証法WG

主査 山　峯夫

高減衰積層ゴムの水平2方向加

力時の特性評価に関してはある程

度目処がたったので、今後は応答

免震設計部会
委員長　公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智

「免震装置の接合部・取り付け

躯体の設計指針」の今後の改訂

に向け、本指針の準拠図書であ

る各種合成構造設計指針の改訂

内容に関して調整と設計例の追

加作成の継続作業中である。ま

た、3月末に開催される本指針の

講習会（JSSI主催）に向けての準備

を行った。

●入力地震動小委員会

委員長　瀬尾　和大

入力地震動小委員会として国

交省の平成21年度建築基準整備

促進補助金事業の一部を分担し

ており、主として①工学的基盤

の傾斜の影響に関する文献調査、

②地盤情報を得るための地盤調

査方法の提案、③既存地盤資料

の利用方法の提案について報告

書を作成した。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己

粘性系ダンパーを併用した免

震構造建物の実務的かつ簡便な

応答予測法の提案をめざして、

多くのケースのパラメタリック

解析を継続している。途中の成

果を今年の建築学会大会に2編に

分けて投稿を予定し、作業を進

めている。

耐風設計部会
委員長　大熊　武司

耐風設計指針の骨子の具体化

に引き続き、本文（案）および解

説概要の作成のための根拠資料

等の作成、建築学会大会等での

公表に向けた作業を進めている。

なお、これらの作業については、

運営委員会
委員長　深澤　義和

運営委員会は、2/9に開催した。

会員動向、収支状況を確認した

ほか、諸行事（賀詞交換会、講習

会、技術者認定試験、表彰等）の

実施状況を確認した。また、新

法人移行についても新法人準備

委員会の検討状況を確認した。

新年度に向けて、役員交代につ

いて検討を進めている。

技術委員会
委員長　和田　章

各種の技術が進んだ21世紀で

はあるが、残念なことに今年に

なってからだけでも、ハイチ、

チリ、中国など世界の各地で大

きな地震被害が起きている。日

本の建物でも問題がないわけで

はないが、ハイチや中国奥地の

地震災害をみると、明らかに問

題のある建物が多い。経済力、

技術力などいろいろな下支えが

あって地震に強い国つくりがで

きるのだとつくづく感じる。免

震構造にも多くの技術開発が行

われ、日本での普及はますます

盛んである。このようなときに

慢心することなく、基本的な研

究を続ける必要がある。米国の

カリフォルニア大学サンディエ

ゴ校、中国の精華大学、台湾の

地震工学研究所などには、数千

トンの鉛直荷重下で水平2方向の

荷重を動的に作用できる実験装

置がある。日本にもこのような

実験装置が作られるよう、力を

合わせていく必要がある。以下

に、各部会の活動状況を報告

する。
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訪問」の第一回としてナイス株

式会社の訪問記をMENSHINに投

稿した。

国際委員会
委員長　斉藤　大樹

国際委員会では、15周年記念

国際シンポジウムの発表資料の

一部をホームページで公開する

準備を進めている。また、2月に

発生したチリ地震における免震

建物の挙動に関する情報を収集

することや、6月にロシアで開催

される免震ワークショップに可

児委員と馮委員が出席すること

などが確認された。また、今後

の作業として、免震基準類の英

訳化、耐震構造と免制震構造の

コスト比較、解析ソフトの開発

などが議論された。

表彰委員会
委員長 河村　壮一

第11回（2010年）表彰委員会の

委員は、河村壮一（委員長、大成

建設）、江本正和（松田平田設計）、

木林長仁（竹中工務店）、小泉雅

生（首都大学東京）、小堀徹（日建

設計）、中埜良昭（東京大学）、古

橋剛（日本大学）、増田剛（日経BP

社）の計8名である。

第11回協会賞への応募は、功

労賞0件、技術賞7件、作品賞7件

であった。技術賞への応募が制

振関連3件を含め、例年より多か

ったことが特徴である。

昨年12月25日開催の第一回委

員会の審議に基づき、3月2日に

技術賞のヒアリングを行い技術

賞3件と技術賞（特別賞）1件を選

定した。1月26日から3月18日に

かけて作品賞の現地審査を行い、

3月23日に開催した第二回委員会

で作品賞2件を決定した。

今年度は協会創立15周年記念

解析用復元力モデルの設定などに

取り組む。さらに、他の免震部材

に関しても水平2方向特性の検討

をしたい。

応答制御部会
委員長　笠井　和彦

●制振部材品質基準小委員会

委員長　木林　長仁

制振部材の特性を共通評価す

るにあたり、各種ダンパーの資

料がほぼ整い、MENSHINに発表

するための原稿の検討を行った。

また、秋頃に制振ダンパーにブ

レースを直列連結した場合の制

振効果に及ぼす影響を発表する

ための準備を行った。

防耐火部会
委員長　池田　憲一

耐火設計ガイドブックはWGで

査読中。すべり系装置の耐火構造

認定条件の設定は試験計画を試験

機関と調整中。オイルダンパーの

耐火性能については国士舘大学岸

本教授への第二回目のヒアリング

を実施した。

普及委員会
委員長　須賀川　勝

普及委員会では月一回委員会

を開催し、9月に実施予定のフォ

ーラムをはじめ、各委員会共通

の課題などを検討してきた。フ

ォーラムについては教育普及部

会での検討結果に基づき3月の会

議で方向性が出たので4月に決定

すべく具体化に入っている。

その他の各委員会の活動状況

は以下の通りである。

教育普及部会
委員長　前林　和彦

当協会ガイドラインの改訂版

発行にあたり、編集委員を講師

とした内容説明の講習会を企

画・実施した（会場は建築家会館

1階大ホール）。

・1月28日：

「免震建物の建築・設備標準

解説講習会（第1回）」出席者70名

・3月10日：

「 同 （第2回）」出席者44名

・3月24日：

「時刻歴応答解析法」、「免震

部材の接合部の設計」解説講

習会 出席者62名

いずれの講習会も定員をオー

バーする申し込みがあり、講習

会においても熱心に質疑が行わ

れるなど会員の関心の高さがう

かがえた。

今年のフォーラムのテーマ・

内容について検討してきたが、4

月中に具体化の予定。

出版部会
委員長　加藤　晋平

出版部会の全体会議は、1月27

日（水）に開催された。2月25日

（木）発行予定の会誌67号の進行

状況の確認、創立15周年記念事

業特集号となる68号の内容、執

筆依頼について検討した。記念

特集号のWGは、記念事業委員会

広報部会および記念事業関連執

筆者が担当して進めること、写

真による記念事業カレンダーを

掲載して全体の流れが判るよう

に編集する事についても議論さ

れた。

社会環境部会
委員長　久野　雅祥

2月10日に第21回委員会を開催

した。「免震を普及させる」ため

のテーマと、進める上での個別

テーマについて継続的に討議を

行った。

「免震構造を採用する先端企業

18_04_01委員会の動き.qxd  10.5.12 4:21 PM  ページ 109



110 MENSHIN NO.68 2010.5

新法人準備委員会
委員長 池永　雅良

委員会は2009年12月の第一回

に続き、2010年2月5日、3月26日

に第二回、第三回の委員会を行

い、検討を進めています。第三

回までに検討を進めてきた主な

課題は公益目的財産の使用方法、

公益事業と収益事業の区分やそ

の収支見通し、性能確認機関の

指定による会員構成、組織構成

の制限について等となっていま

す。他団体の動向や行政庁の意

向についても情報を収集してい

ます。また委員会での議論内容

については適宜、理事会や運営

委員会にも報告し、その意見を

参考にしながらまとめていく予

定です。

事業の一環として設けられる

「普及賞」を、来年度以降表彰規

程に含めることになり、規定の

改定について審議した。

資格制度委員会
委員長　長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が認

定する「免震部建築施工管理技

術者」および「免震建物点検技

術者」の資格に関わる講習・試

験の実施及びその合否判定に関

わる事業を担当している。そこ

で、当該四半期の1月23日（土）に

『第8回免震建物点検技術者講

習・試験』（東京・砂防会館）を

実施し、2月17日開催の当委員会

運営幹事会において、140名の受

験者に対し129名を合格と判定し

た。これにより、2002年度に始

まったこの「免震建物点検技術

者」の資格を有する技術者の総

数は1,071名と、1,000名の大台を

優に超えることとなった。また、

上記の当委員会運営幹事会にお

いては、両資格の「講習・試験」

及び「更新講習会」に関わる下

記の日程を確認した。

10月03日（日）

第11回免震部建築施工管理技術

者講習・試験

会場：東京・都市センターホテル

11月07日（日）

第6回免震部建築施工管理技術者/

更新講習会

会場：東京・砂防会館

11月28日（日）

第4回免震建物点検技術者/更新講習会

会場：東京・新宿NSビル

01月22日（土）

第9回免震建物点検技術者講習・試験

会場：東京・新宿NSビル
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日付 委員会名 開催場所 人数

1.7 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 事務局 12
1.8 普及委員会/教育普及部会 〃 7
1.12 普及委員会/運営幹事会 〃 7
1.14 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG 〃 8
1.14 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 〃 8
1.21 技術委員会/防耐火部会 建築家会館3F大会議室 10
1.21 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 東京工業大学 11
1.22 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 事務局 6
1.22 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 6
1.25 技術委員会/耐風設計部会 〃 10
1.26 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 〃 8
1.27 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 〃 11
1.27 普及委員会/出版部会/「MENSHIN」67号編集WG 〃 6
1.27 普及委員会/出版部会 〃 14
1.27 資格制度委員会/点検技術者試験部会 建築家会館3F大会議室 4
1.29 記念事業委員会/普及賞審査部会 事務局 11
1.29 記念事業委員会 〃 9
2.2 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 〃 5
2.3 国際委員会 〃 10

2.4 
技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG/ 

〃 13
 高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG
2.5 新法人準備委員会 〃 8
2.5 資格制度委員会/点検技術者審査部会 〃 4
2.9 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG/積層ゴムSWG 〃 2
2.9 運営委員会 〃 14
2.10 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG 〃 7
2.10 普及委員会/社会環境部会 〃 5
2.16 普及委員会/教育普及部会 〃 9
2.17 資格制度委員会/運営幹事会 〃 9
2.18 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 〃 9
2.19 記念事業委員会/普及賞審査部会 〃 9
2.23 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 〃 4
2.24 技術委員会/防耐火部会 建築家会館3F大会議室 14
2.25 普及委員会/運営幹事会 事務局 6
2.26 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 〃 11
3.1 技術委員会/耐風設計部会 〃 7
3.1 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 建築家会館3F大会議室 12
3.2 表彰委員会 建築家会館3F大会議室 10
3.8 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG・認定WG合同 事務局 7
3.8 記念事業委員会/普及賞審査部会 〃 9
3.9 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 〃 11

3.16 
技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG/ 

建築家会館3F大会議室 16
 高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG
3.17 技術委員会/防耐火部会 事務局 12
3.23 表彰委員会 建築家会館3F大会議室 10
3.24 国際委員会 建築家会館3F小会議室 5
3.24 普及委員会/教育普及部会 事務局 8
3.25 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 建築家会館3F小会議室 4
3.25 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 建築家会館3F大会議室 9
3.25 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 事務局 9
3.25 資格制度委員会/施工管理技術者更新部会 建築家会館3F性能評価会議室 5
3.26 新法人準備委員会 事務局 8
3.29 普及委員会/運営幹事会 〃 6
3.29 技術委員会/耐風設計部会 建築家会館3F小会議室 6

委員会活動報告（2010.1.1～2010.3.31）
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会員動向

会員種別 会員名 業種または所属

入　会

賛助会員 ㈱NTTファシリティーズ総合研究所 総合コンサルティング

　　〃 関西電力㈱ 電力関連

　　〃 九州電力㈱ 電力関連

　　〃 千代田土地建物㈱ ビル管理

　　〃 東電設計㈱ コンサルタント/建築

第2種正会員 �木　紀男 関東学院大学

 　　〃 五十子　幸樹 東北大学大学院

 　　〃 池永　昌容 東北大学大学院

 　　〃 五十田　博 信州大学

 　　〃 岩田　範生 近畿大学

 　　〃 岩田　衛 神奈川大学

 　　〃 柏　 尚稔 大阪大学大学院

 　　〃 香取　慶一 東洋大学

 　　〃 金久保　利之 筑波大学

 　　〃 金尾　伊織 京都工芸繊維大学

 　　〃 川口　淳 三重大学大学院

 　　〃 河野　昭彦 九州大学大学院

 　　〃 神田　亮 日本大学

 　　〃 菅野　秀人 秋田県立大学

 　　〃 菊池　重昭 西日本工業大学

 　　〃 串山　繁　 北海学園大学 

 　　〃 北尾　聡子 京都工芸繊維大学大学院

 　　〃 木林　長仁 (財)日本建築センター 

 　　〃 小坂　郁夫 京都工芸繊維大学

 　　〃 高橋　利恵 前橋工科大学

 　　〃 滝澤　春男 

 　　〃 田中　利幸 岡山理科大学

 　　〃 玉井　宏幸 広島工業大学

 　　〃 陳　沛山 八戸工業大学

 　　〃 寺井　雅和 福山大学

 　　〃 永野　正行 東京理科大学

 　　〃 中村　友紀子 新潟大学

 　　〃 野田　茂 香川大学

 　　〃 秦　 一平 日本大学

 　　〃 花島　晃 神戸芸術工科大学

 　　〃 福本　早苗 武庫川女子大学

 　　〃 藤井　賢志 千葉工業大学

 　　〃 藤田　智己 東北工業大学

 　　〃 古川　忠稔 名古屋大学

 　　〃 松井　正宏 東京工芸大学

 　　〃 護　雅史 名古屋大学大学院

 　　〃 柳沢　学 摂南大学

 　　〃 山下　哲郎 工学院大学　

 　　〃 山成　實 熊本大学大学院
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会員動向

氏　名 所　属会員種別

退　会

 第1種正会員 ㈱開発設計コンサルタント 設計事務所

 第2種正会員 大和田　義正 芝浦工業大学

　　　〃 加藤　史郎 豊橋技術科学大学

　　　〃 冨島　誠司 ㈱免震システムサービス

　　　〃 山崎　 升　 

賛助会員 ㈱協進社 建設業/建築

　　　〃 ㈱免震システムサービス 計画・設計/構造

氏　名 所　属会員種別

会員の資格喪失

賛助会員 ㈱メンテック 建設業/総合

会員数 名誉会員 1名

 （2010年4月30日現在） 第1種正会員 97社

 第2種正会員 204名

 賛助会員 72社

 特別会員 6団体
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会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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会員動向

社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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会員動向

1. 免震建物  2. 制震建物  3. 非免制震（番号をご記入ください）

氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料　｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

　　　　　　4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　）　c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b,土木　c.ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　d.その他（　　　 　）

a.不動産　b,商社　c.事業団　d.その他（　　  　　  ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

社団法人日本免震構造協会 入会申込書

担当者が勤務している事務所の建物
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会員動向

社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員動向

会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容 （名刺を拡大コピーして、貼っていただいても結構です）
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6/3 平成22年度通常総会、理事会、協会賞表彰式、優秀修士

論文賞表彰式、普及賞表彰式、懇親会（東京：明治記念館）

6/3 平成22年日本免震構造協会協会賞募集

6/16 通信理事会

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

8月

8/16 通信理事会

8/25 会誌「menshin」No.69発行

8/27 平成22年度「免震部建築施工管理技術者」講習・試験

申込受付締切り

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

6月

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

7月
7/1 平成22年度「免震部建築施工管理技術者」講習・試験

案内送信、HP掲載

7/16 通信理事会

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

9月
9/1 第13回免震フォーラム（東京：工学院大学）

9/9～11 日本建築学会大会／免震構造に関する展示会

（富山大学）

9/中旬 理事会（JSSI会議室）

は、行事予定日など行事予定表（2010年6月～2010年9月）

※6/17 協会設立記念日
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◇受賞のお知らせ
事務局

当協会　第2種正会員 久田 嘉章 氏（工学院大学 教授）が、学術の進歩に寄与する優れた論文「広

帯域強震動の効率的な計算手法の開発と応用に関する一連の研究」を発表したとして「2010年日本建

築学会賞（論文）」を受賞されました。

◇平成22年度通常総会開催のお知らせ
事務局

日　時：平成22年6月3日（木）15:30～

場　所：明治記念館 2階「鳳凰の間」

東京都港区元赤坂2-2-23（JR信濃町駅より徒歩5分）

※総会終了後、協会賞の表彰式・優秀修士論文賞表彰式および懇親会を予定しています。

◆平成22年度「免震部建築施工管理技術者講習・試験」のお知らせ
資格制度委員会

日　時：平成22年10月3日（日）11：00～17：00

場　所：都市センターホテル 3階「コスモスホール」

東京都千代田区平河町2-4-1

※受験資格・申込み方法等、詳細は7月1日にホームページに掲載予定ですのでこちらをご覧ください。

http://www.jssi.or.jp/

◆平成22年度「免震建物点検技術者講習・試験」のお知らせ
資格制度委員会

日　時：平成23年 1月22日（土）11：00～16：00

場　所：新宿NSビル30階　NSスカイカンファレンス

東京都新宿区西新新宿2-4-1

※受験資格・申込み方法等、詳細は10月15日頃にホームページに掲載予定ですのでこちらをご覧くだ

さい。

http://www.jssi.or.jp/
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インフォメーション

2010年 新年賀詞交歓会報告
社団法人日本免震構造協会

事務局長 佐賀優子

当協会は1月28日（木）、東京・元赤坂の明治記念館で新年賀詞交歓会を開催しました。会員・来賓あわせて
101人が出席し、新年を祝いました。
はじめに、西川会長は、「国内景況が悪く、昨年の国内建築需要はピーク期比で半減した。しかし、免震

需要は堅調である。世界的にCO
2
削減を言われているが、免震建築は、その要請に答える建築システムであ

る。理由は、大地震におそわれても建物が倒壊しないで済むため大量の建築廃材が、発生せずに済むからで
ある。その観点からも、当協会は、免震の社会的意義を強くアピールしてゆきたい。当協会の大きな特色は、
学者や建設会社、建築・構造設計士やデバイスメーカー、不動産、電力会社など多種多様な会員が集う点だ。
どうか、今日の機会に親好を深めてほしい。今後も、免震構造が地震に対していかに安全であるかを正しく
知ってもらう活動を行うと共に、新法人に向けての準備もすすめていきたい」と挨拶した。
つづいて、来賓の国土交通省住宅局建築指導課 建築防災対策室 杉藤 崇室長が挨拶し、社団法人日本建築
家協会の森田嘉久専務理事が、乾杯の音頭をとって、歓談に入った。
約一時間半後、当協会の五十殿副会長が中締めをし、始終和やかな雰囲気で会は終了した。
余談ですが、今回使用しました明治記念館「若竹の間」は、テレビで放送されていた山崎豊子原作「不毛
地帯」のパーティーシーンにも使用されたとのことで、趣があり雰囲気がよかったです。

挨拶する国土交通省 杉藤室長

中締め 五十殿副会長

会場内の様子

あいさつする西川会長

乾杯の音頭 日本建築家協会 森田専務理事
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新日鉄エンジニアリングの

免震シリーズ

■積層ゴム一体型免震Ｕ型ダンパー

従来の免震鋼棒ダンパーに比べ、降伏せん断力当たりの
価格が安く、経済的です。

積層ゴムアイレーターと一体にすることが可能です。
また、ダンパーのサイズ、本数や配置、組み合わせを選択できます。

免震U型ダンパーの360度すべての方向に対し、
ほぼ同等の履歴特性を示します。

地震後のダンパー部分の損傷程度を目視にて確認でき、点検が容易です。
また、万が一の地震後におけるダンパー交換も可能です。

■別置型免震U型ダンパー

免震Ｕ型ダンパー
低コスト

自由度

無方向性

メンテナンス

純度99.99％の純鉛を使用、数mmの変位から地震エネルギーを
吸収します。また800mm以上の大変形にも追随できます。

従来の径180の鉛ダンパーと比べ、２倍以上の降伏せん断力をもち、
経済的です。

地震後のダンパー交換も容易です。また変形した鉛ダンパーは
再加工後、再利用できるため、廃棄物になりません。

高品質

低コスト

メンテナンス

免震鉛ダンパー

強く、安く、扱いやすい
純鉛ダンパー

さまざまな設計・施工ニーズに
応える２タイプの免震Ｕ型ダンパー

■鉛ダンパー

〒141-8604 東京都品川区大崎一丁目5番1号大崎センタービル
Tel. 03-6665-4360 7 0120-57-7815 http://www.menseishin.com/
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〒103-0028 東京都中央区八重洲1-6-6 八重洲センタービル9階　TEL.03-5202-6865 FAX.03-5202-6848
e-mail menshin@group.bridgestone.co.jp

お問合わせ先

ホームページアドレス URL：http://www2.bridgestone-dp.jp/construction/antiseismic_rubber/

建設資材販売促進部　免震販売促進課

水平せん断試験風景

・免震部材を配置し応答計算を実行するソフト。
・告示計算と時刻歴解析の両手法での検討が可能。

・多様な模擬地震波を装備。
・ホームページより無償ダウンロード。

ブリヂストンの設計支援サービス

マルチラバーベアリングは、ゴムと鋼板でできたシンプルな構造。上下方向に硬く、水平
方向に柔らかい性能を持ち、地震時の揺れをソフトに吸収し、大切な人命を守ります。

ブリヂストン免震ゴム

免震部材配置計画支援プログラム

・最適積層ゴムサイズ
・解析結果

告示計算
GA　最適化

照査
N

Y

製品DB

確認

時刻歴応答解析

・柱座標
・軸力（長期／短期）
・積層ゴムタイプ

積層ゴムサイズ
の選定・配置

START

END 時刻歴解析による精査

上部構造物の
モデル入力

免震層の
荷重履歴曲線

NEW

19_広告.qxd  10.5.11 1:11 PM  ページ 96



19_広告.qxd  10.5.11 1:11 PM  ページ 97



19_広告.qxd  10.5.11 1:12 PM  ページ 98



19_広告.qxd  10.5.11 1:12 PM  ページ 99



19_広告.qxd  10.5.11 1:12 PM  ページ 100



詳細は以下までご相談下さい。

国土交通大臣認定
天然ゴム系：
  FP180CN-0349
高減衰ゴム系：
  FP180CN-0350

【適合免震装置：天然ゴム系、
高減衰ゴム系支承】

目安寸法

600

1,310×1,310
1,510×1,510
1,710×1,710
1,910×1,910
2,110×2,110

けい酸カルシウム板

●耐火1時間性能試験を行い、非加熱面温度（裏面温度）
が告示で定める可燃物燃焼温度（建告1432号）以下で
あることを確認しています。
●400mm変位試験を行い、変位前後で異常が無い事を
確認しています。
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震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込） ： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月

販 　 売  ： Taylor & Francis

［日本語版］
価格（税込） ： 会　員 ￥1,500
  非会員 ￥2,000
  アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Francis社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

創立15周年記念事業は、2008年5月の第1回見学
講演会より約2年間にわたり様々な企画・イベント
が行われました。この2年間に日本の首相は3人も
変わり、リーマンショックにより経済の停滞もあ
るなど政治・経済は激動の時代であったと思われ
ますが、そんな中でも免震建築は戸建住宅を含め
て安心・安全な建物として定着してきた時代であ
ったとも思われます。
今号の免震構造協会創立15周年記念事業特集号
は、7部会で企画検討され2年間に亘って行われた
各種記念事業の状況を忠実に報告しております。
特に市民イベント「来て！見て！乗って！免震」

は3日間に5,000人の来場があり、子どもが楽しく免
震を体験している様子が詳しく報告されておりま
す。国際シンポジウムをはじめとした記念事業の
各イベントを通して、今後の免震・制震構造の発
展、今後の免震構造協会のグローバルな役割も知
って頂く機会になったと思っております。
最後に執筆にご協力頂いた記念事業委員会の委

員長はじめ各部会委員長、各委員、編集作業にあ
たって広報部会を支えて下さった協会事務局の皆
様の協力で創立15周年記念事業特集号は発行され
ました。ここに深く感謝致します。

出版部会委員長　　加藤　晋平

編集後記
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非会員価格
会員価格

発行年月内　　　　容タイトル

第5回技術報告会梗概集 技術委員会（免震設計・応答制御・免震部材・施工・防耐火部会等）の
2006年～2008年の活動報告書 【A4版・174頁】

￥2,000

￥2,500
2009年4月

免震部材の接合部・取付け
躯体の設計指針

免震部材の接合部や取付け躯体の設計をする際のガイドライン
【A4版・48頁】

￥1,000

￥1,500
2009年7月

タイトル 内　　　　容 発行年月
会員価格
非会員価格

会誌「MENSHIN」
免震建築・技術に関わる情報誌、免震建築紹介、免震建築訪問記、設計例、部材の性能、
免震関連技術等

【A4版・約90頁】

￥2,500

￥3,000

免震部材標準品リスト
≪改訂版≫－2009－

大臣認定された免震部材で、免震建築物の設計に必要な部材ごとの性能基準値を一覧表に
まとめたもの（CD-ROM付き）

【A4版・760頁】

￥3,500

￥4,000

免震建物の維持管理基準
≪改訂版≫－2007－

免震層・免震部材を中心とした通常点検・定期点検など、免震建物維持管理のための点検
要領などを定めた協会の基準
（ユーザーズマニュアル付） 【A4版・19頁】

￥500

￥1,000

設計・施工に役立つ問題事例
と推奨事例ー点検業務から
見た免震建物ー

免震建物の点検時に発見される設計や施工に起因する不具合事例について、推奨事例も含
めて解説。チェック編と解説編から構成。建築計画、構造計画、配管・配線計画、施工計
画、免震部材、維持管理について解説。 【A4版・20頁】

￥500

￥1,000

積層ゴムの限界性能とすべり・
転がり支承の摩擦特性の現状

積層ゴムアイソレーターの限界性能、すべり・転がり支承の摩擦特性に関する実データを
集積し調査結果をまとめたもの

【A4版・46頁】
￥1,500

年4回発行
2月､5月､
8月､11月

2009年11月

2007年8月

2007年8月

社会環境部会活動報告書
（免震建物と地震リスク、環境問
題、地震防災）

最近の免震構造を巡るトピックスとして、免震建物と地震リスク、環境問題、地震防災に
おける免震建物の有効性の3テーマを取り上げた活動報告書。

【A4版・101頁】

¥2,000

¥2,500
2007年12月

2003年8月

パッシブ制振構造設計・
施工マニュアル
≪第2版　第2刷≫－2005－

わが国で唯一のパッシブ制振構造専門の設計・施工マニュアル　摩擦ダンパーも加わり第
1版をさらに分かり易く改訂

【A4版・515頁】
￥5,0002007年7月

免震部材JSSI規格
－2000－

免震部材に関する協会規格　アイソレータ及びダンパーに関する規格集
【A4版・130頁】

￥1,500

￥3,000
2000年6月

JSSI 時刻歴応答解析による
免震建築物の設計基準・
同マニュアル及び設計例

時刻歴応答解析法により免震建築物の耐震安全性を検証する際の設計マニュアル
【A4版・175頁】

￥2,000

￥2,500
2005年11月

免震建築物のための
設計用入力地震動
作成ガイドライン

主に免震建築物の設計実務に携わる構造技術者が入力地震動について理解を深めようとす
る際の指標となるもの

【A4版・100頁】

￥1,000

￥1,500
2005年11月

免震建築物の
耐震性能評価表示指針
及び性能評価例

免震建築物の地震に対する性能を時刻歴応答解析法により評価する具体的な方法を示すも
ので、性能評価例付き

【A4版・225頁】

￥2,000

￥2,500
2005年11月

免震建物の建築・設備標準
－2009－

免震建物の建築や設備の設計に関する標準を示すもの
【A4版・87頁】

￥1,000

￥1,500
2009年12月

免震のすすめ
これから建物を建てようとする方々向けに大地震から人命・財産・日常生活を守る免震建
物を分かり易く解説、メリット・装置の役割・コストと性能などを記したカラーパンフレ
ット 【A4版・3ツ折】

100部まで無料
（100部以上
ご相談）

2005年8月

大地震に備える
～免震構造の魅力～
【日本語・DVD】

免震建築の普及のため建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
【DVD 約9分】

￥2,000
￥2,500

※Academy
￥1,500

2005年8月

大地震に備える
～免震構造の魅力～
【英語・DVD】

【ナレーション・字幕/英語】
免震建築の普及のため建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの

【DVD 約9分】

￥1,500
￥2,000

※Academy
￥1,000

2006年11月
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地震から建物を守る免震
【和文、英文版】

考え方・進め方免震建築

免震構造施工標準
－2009－

免震建築物の技術基準解説及び
計算例とその解説

【日本建築センター】

免震建築物の技術基準解説及び
計算例とその解説（戸建て免震
住宅） 【日本建築センター】

耐震改修ガイドライン
【日本建築防災協会】

RESPONSE CONTROL AND
SEISMIC ISOLATION OF
BUILDINGS 【Taylor＆Franis】

免震建築の普及のため一般向けに免震構造を説明したカラーパンフレット
【A5版・6頁】 2009年9月

50部まで無料
（50部以上
1部￥100）

¥2,600

¥2,940

¥2,100

¥2,500

¥3,500

¥4,000

¥3,550

¥4,100

¥3,800

¥4,500

¥5,500

非売

2005年5月

2009年8月

2001年5月*1

2006年2月*1

2006年6月*2

2006年12月

建築家、建築構造技術者など免震建築の関係者対象の技術書。
Q＆A方式で、免震建築全般にわたり、免震の基本から計画・設計・施工・維持管理など
幅広く解説 【A5版・200頁】

免震構造の施工に関する標準を示すもので免震部建築施工管理技術者必携のもの
【A4版・110頁】

「免震告示（免震建物の構造方法に関する安全上必要な技術的基準（平成12年建設省告示
第2009号））」に関する解説書

【A4版・216頁】

主に戸建て免震住宅に関して平成16年国土交通省告示第1160号により改正された「免震
告示」の解説書

【A4版・195頁】

既存の主としてRC造建築の免震構法・制震構法を用いて耐震改修する際の手引書
【A4版・129頁】

各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹介、免震建物の地震応答観測結果、装置の
紹介、各国の設計例データシートなどが示されている。（英語版）

【B5版・397頁】

*1 協会の販売は2006年5月～　　　*2 協会の販売は2006年10月～

協会編集書籍のご案内（他社出版）
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